
10 月末現在 （前月比）
人　口 241,401 人（ 52 減 ）
うち男 115,880 人（ 35 減 ）
うち女 125,521 人（ 17 減 ）
世帯数 103,983 世帯（ 40 増 ）
出　生 153 人（ 1 増 ）
死　亡 215 人 （ 59 増 ）
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10 〜 14 功労者、善行者、文化・スポーツ賞
15 卓越技能者表彰
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27 東日本大震災の写真・動画募集
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2011 年 12 月 20 日発行　 No.1241
平成 24 年 1 月号

市庁代表 Ｔ 43・2111
Ｆ 45・2077

http://www.city.hachinohe.aomori.jp
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/m/

つかんだぞ！

光星学院高校
日本一

11 月 29 日火に光星学院高校野球部の皆さんが市役所を訪れ、
市長に第 42 回明治神宮野球大会の優勝報告を行いました。
田村主将は、「自分たちの粘り強い野球ができた。これで満足
せず、また一から練習し、また頂上を目指したい。」と話し、
次の目標を見据えていました。

スコア 　対戦相手
第 64 回 秋季東北地区高校野球青森県大会

２回戦 10 − 0 五戸
準々決勝 7 − 1 八戸工大一
準決勝 7 − 3 青森山田
決　勝 21 − 3 大湊

第 64 回 秋季東北地区高校野球大会
２回戦 8 − 1 石巻工（宮城）

準々決勝 10 − 0 酒田南（山形）
準決勝 9 − 8 花巻東（岩手）
決　勝 3 − 1 聖光学院（福島）

第 42 回 明治神宮野球大会（高校の部）
２回戦 11 − 8 神村学園（九州代表）
準決勝 7 − 0 鳥取城北（中国代表）
決　勝 6 − 5 愛工大名電（東海代表）

光星学院高校　日本一までの軌跡
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■ 100 の施策の実施状況と市民満足度（表１）

マニフェスト項目

施策の実施状況

市民満足度

施策数

実施区分

実施済
実施中

実施
予定 検討中

見直し

時期 内容 H21 → H23 伸び率

１．安心・安全社会の実現 34（28） 27（22） 1（1） 1（0） 4（4） 1（1）
［1］子育て支援の充実 5（3） 5（3） 0.93 → 1.10 18.3%
［2］健康・医療ネットワークの完備 4（3） 3（3） 1（0） 1.63 → 1.82 11.7%
［3］安心できる福祉の実現 6（5） 5（4） 1（1） 1.09 → 1.30 19.3%
［4］共生社会の推進 5（5） 3（3） 1（1） 1（1） 1.13 → 1.30 15.0%
［5］防災社会の構築 4（3） 4（3） 1.37 → 1.57 14.6%
［6］防犯体制の強化 4（4） 3（3） 1（1） 1.23 → 1.57 27.6%
［7］青少年教育の質の向上 4（3） 2（1） 2（2） 1.28 → 1.48 15.6%
［8］循環型都市の水準の向上 2（2） 2（2） 1.39 → 1.52 9.4%
２．さらなる活力創出 37（32） 28（24） 1（1） 2（1） 4（4） 2（2）

［1］地域経済の活性化 5（2） 5（2） 0.90 → 1.11 23.3%
［2］雇用の維持・創出 4（4） 4（4） 0.54 → 0.66 22.2%
［3］発信型農業の支援 4（4） 3（3） 1（1） 1.01 → 1.07 5.9%
［4］水産業の振興 4（4） 2（2） 1（1） 1（1） 1.10 → 1.30 18.2%
［5］観光資源の最大限の活用 5（4） 4（3） 1（1） 1.29 → 1.47 14.0%
［6］中心市街地のにぎわい回復 5（5） 3（3） 1（1） 1（1） 0.84 → 1.12 33.3%
［7］地元大学・学生との連携強化 4（4） 2（2） 1（1） 1（1） 1.18 → 1.37 16.1%
［8］文化・スポーツの一層の振興 6（5） 5（5） 1（0） 1.21 → 1.48 22.3%
３．新たな行財政改革と住民参画 29（25） 26（23） 0（0） 1（0） 2（2） 0（0）

［1］協働のまちづくりの推進 4（4） 4（4） 1.43 → 1.66 16.1%
［2］多様な意見の市政への反映 4（4） 3（3） 1（1） 1.15 → 1.19 3.5%
［3］新しい行財政改革の推進 3（3） 3（3） 1.18 → 1.33 12.7%
［4］増税なき歳入の増 4（1） 4（1） 1.19 → 1.29 8.4%
［5］市政窓口の改革 3（3） 2（2） 1（1） 1.09 → 1.22 11.9%
［6］行政の危機管理体制の強化 2（2） 2（2） 1.21 → 1.41 16.5%
［7］合併効果の最大化 5（5） 5（5） 1.21 → 1.41 16.5%
［8］広域連携・自立の促進 4（3） 3（3） 1（0） 1.30 → 1.58 21.5%

計 100（85）81（69） 2（2） 4（1） 10（10） 3（3）

構成比 100.0％
（100.0％）

81.0％
（81.2％）

2.0％
 （2.4％）

4.0％
 （1.2％）

10.0％
 （11.8％）

3.0％
 （3.5％）

※市民満足度は、第 5 次八戸市総合計画の進行管理のため、有識者（総合計画策定に携わった委員及び市政モニター合わ
せて約 250 名）を対象に実施したアンケート調査結果を、０・1・２・３点の 4 段階に数値化したものの平均点

※（　）内はマニフェストの中で前半
　２年間に取り組むこととした施策数
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■ 11 の数値目標の達成状況（表２）
数値目標（要約） 目標値 最新値

 安心・安全社会の実現

① 4 年以内に病後児・病児保育の施設を現在の各1か所から各 3 か所に増やす。病後児保育施設 3 施設
病児保育施設　 3 施設

病後児保育施設 2 施設
病児保育施設　 2 施設
※ 23 年 11 月時点

② 4 年間で、放課後児童クラブ数を32 から50まで増やす。 50 クラブ 43 クラブ

③ 4 年以内に認知症サポーターの数を現在の 4 倍にするための支援を行う。 10,000 人 5,778 人

④ 4 年間で自主防災組織の組織化率を80% 以上に引き上げる。 80.0％ 63.8％

⑤ 23 年度までに市内全小学校で安全・安心マップづくりを進める。 47 校 47 校
※ 23 年度予定

⑥ 4 年以内に、地域密着型教育の実施校を 21年度の 11校から全 72 小・中
学校（現在：71校）に拡大する。 71 校 40 校

 さらなる活力創出

⑦ 4 年間でトップセールスによって、さらに10 社以上の企業を誘致する。 10 社 4 社

⑧ 4 年間で八戸港のコンテナ貨物取扱量を5 万 TEUまで増やす。 50,000TEU 45,430TEU
※ 22 年度実績

 新たな行財政改革と住民参画

⑨ 4 年間でふるさと納税の額を現在の 5 倍にすることを目指す。 25,000 千円 7,934 千円

⑩ 4 年間で民間企業広告の収入を現在の 3 倍にすることを目指す。 7,000 千円 4,157 千円
※ 22 年度実績

⑪ 4 年間で市税徴収率を現在の 93.1% から95% 以上に引き上げることを目指す。 95.0％ 92.3％
※ 22 年度実績

※「最新値」は特に記載がない限り 23 年 10 月末現在のデータ

■ 実施している主な施策
安心・安全社会の実現

小・中学生の入院分の医療費助成
（23 年 10 月～）

ドクターカーの導入� （22 年３月）

高齢者の肺炎球菌ワクチン接種費用
の助成� （22 年７月～）

「八戸市虐待等の防止に関する条例」
の制定� （23 年３月）

小・中学校の耐震化の推進

八戸地区連合防犯協会を中心とした 
防犯体制の充実

地域密着型教育の推進

路線ナンバリング設定やバスマッ
プ配布、運賃上限制などによる路
線バスの利便性の向上�（22 年度～）

さらなる活力創出

ＬＮＧ輸入基地の立地促進

「八戸市雇用創出戦略ビジョン」の策
定� （23 年３月）

農業経営振興センターの設置
（23 年４月）

八戸地域プロジェクト（漁船漁業の構
造改革）の推進

フィールドミュージアム八戸構想の推
進

八戸ポータルミュージアム「はっち」
の開館� （23 年２月）

八戸市都市研究検討会（市内大学など
と共同設置）における調査研究の推進

南郷アートプロジェクトなど、アート
のまちづくりの推進

新たな行財政改革と住民参画

町内会加入促進モデル事業の実施
（22 年度～）

「はちのへ青年倶楽部カダリスタ」、「トー
キングカフェ」の開催� （22 年度～）

第 5 次八戸市行財政改革大綱の策定・
推進� （21 年度～）

公共施設（子ども交流館、新井田 
インドアリンク）へのネーミングライツ

（施設命名権）の導入� （22 年度～）

「八戸市窓口サービス向上指針」の策
定・推進� （22 年度～）

ＢＣＰ（市役所業務継続計画：新型イ
ンフルエンザ編）の策定� （22 年度）

市道西母袋子線の整備

定住自立圏における連携施策の推進
（21 年度～）

市長マニフェストの進捗状況
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平成 23 年度上半期　収入・支出の状況

一 般 会 計

問 財政課 Ｔ内線 168 Ｆ 47・0722

八戸市の財政

一般会計とは、福祉や教育、公共事業など市の基本的事業の収入・支出を経理する会計です。

市 税 個人や法人に対する市民税、家
や土地に対する固定資産税など

国庫支出金 特定の事業に対して国から交
付されるお金

地方交付税 標準的な行政運営が行えるよ
うに国から交付されるお金

市 債 公共施設の整備などにかかる
財源を補うための借入金

県 支 出 金 特定の事業に対して県から交
付されるお金

繰 越 金 前年度から繰り越されたお金

諸 収 入 市が貸し付けた資金の返済金
など

そ　 の　 他 市が積み立てた基金からの繰
入金や公共施設の使用料など

民 生 費 高齢者、障がい者、児童に対す
る社会保障などに要する経費

衛 生 費 健康の維持増進や、ごみ処理・
し尿処理などに要する経費

教 育 費 学校教育や生涯学習、文化財
保護などに要する経費

土 木 費 道路、河川、公園、住宅など
の整備に要する経費

公 債 費 借入金の元金および利子の支
払いに要する経費

そ　 の　 他 消防や商工業振興に要する経
費など

総 務 費 市税の収納や戸籍事務などに
要する経費

農林水産業費 農林水産業の振興などに要す
る経費
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市では、市民の皆さんに市の財政状況を理解していただくために、年２回財政状況を公表しています。
今回は、平成 23 年度予算の 23 年９月 30 日現在における執行状況についてお知らせします。
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財 産 の 状 況

収　入 予算額 A 収入済額 B 収入率 B/A 支　出 予算額 A 支出済額 B 執行率 B/A
収益的収入 141 億 4,414 万円 76 億 4,238 万円 54.0% 収益的支出 148 億 2,966 万円 72 億 2,362 万円 48.7%

資本的収入 7 億 6,000 万円 3 億 1,000 万円 40.8% 資本的支出 21 億 7,441 万円 8 億 9,018 万円 40.9%

収　入 予算額 A 収入済額 B 収入率 B/A 支　出 予算額 A 支出済額 B 執行率 B/A
収益的収入 16 億 4,009 万円 12 億 5,440 万円 76.5% 収益的支出 16 億 9,821 万円 7 億 9,009 万円 46.5%

資本的収入 6,657 万円 0 万円  0.0% 資本的支出 1 億 5,908 万円 4,625 万円 29.1%

市民病院

市営バス

延患者数 入院 94,364 人　外来 115,423 人　一日平均患者数 入院 516 人　外来 931 人

乗客数 3,298,271 人　実車走行距離 1,984,825.8 ㎞

企 業 会 計 企業会計とは、独立採算を原則とし、民間企業と同様の経理方式をとる会計です。

※１ 収益的収支とは、日々の経営活動に伴って発生する収益と、その収益を確保するために要する費用の収支のことです。
※２ 資本的収支とは、バス車両の購入や医療機器の購入などに要する費用と、その財源の収支のことです。

会計名 予算現額Ａ 収入済額Ｂ 収入率Ｂ / Ａ 支出済額 C 執行率Ｃ / Ａ
国民健康保険 263 億 3,662 万円 105 億 8,695 万円   40.2% 109 億 7,276 万円   41.7%
地方卸売市場魚市場 7 億 3,407 万円 5,049 万円     6.9% 2 億 2,114 万円   30.1%
土地区画整理事業 14 億 1,430 万円 1 億 2,692 万円     9.0% 3 億 8,881 万円   27.5%
学校給食 18 億 1,669 万円 3 億 6,864 万円   20.3% 7 億 3,465 万円   40.4%
下水道事業 124 億 8,384 万円 13 億 2,614 万円   10.6% 43 億 6,500 万円   35.0%
公共用地取得事業 7,295 万円 0 万円     0.0% 1,465 万円   20.1%
駐車場 1 億 1,150 万円 6,029 万円   54.1% 4,246 万円   38.1%
中央卸売市場 3 億　135 万円 9,466 万円   31.4% 1 億 4,604 万円   48.5%
霊園 5,499 万円 3,556 万円   64.7% 2,218 万円   40.3%
農業集落排水事業 3 億 1,346 万円 2,337 万円     7.5% 1 億 4,894 万円   47.5%
介護保険 169 億 5,678 万円 66 億 7,067 万円   39.3% 66 億 5,129 万円   39.2%
国民健康保険南郷診療所 1 億 6,816 万円 6,341 万円   37.7% 7,372 万円   43.8%
住宅用地造成事業 902 万円 0 万円     0.0% 0 万円     0.0%
後期高齢者医療 19 億 2,158 万円 7 億 2,874 万円   37.9% 7 億 2,852 万円   37.9%

計 626 億 9,531 万円 201 億 3,584 万円   32.1% 245 億 1,016 万円   39.1%

特 別 会 計 特別会計とは、特定の事業における収入と支出を一般会計と区別して経理する会計です。

一般会計および特別会計に属する財産は次のとおりです。

土地
7,982,691.74 ㎡

立木
2,407.86 ㎥

建物
974,013.62 ㎡

商標権
3 件

車両
349 台

有価証券  など
154 億 4,025 万円

著作権
1 件

基金
87 億 8,977 万円
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確
定
申
告
に
つ
い
て

　
■
確
定
申
告
っ
て
、
な
に
？

確
定
申
告
と
は
、
１
年
間
の
所
得
金
額

と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
額
を
計
算
し
、

予
定
納
税
額
や
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足

額
を
精
算
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

給
与
所
得
者
は
給
与
支
払
者
が
源
泉
徴
収

と
年
末
調
整
手
続
き
を
し
て
、
１
年
間
の
税

額
を
精
算
す
る
の
で
、
通
常
、
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
主
た
る
給
与
以
外
の
所
得
が
年
額
20
万

円
を
超
え
る
人

○
年
末
調
整
で
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
控

除
を
受
け
る
場
合
（
医
療
費
控
除
・
寄

附
金
控
除
な
ど
）

○
そ
の
年
の
給
与
受
給
額
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

　

■
個
人
の
申
告
期
限
と
納
税
期
限

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　
■
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
、

　
郵
送
ま
た
は
信
書
便
で

確
定
申
告
書
は
自
ら
が
正
し
く
計
算
し

申
告
、
納
税
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
作

成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
郵
送
な
ど
に
よ

る
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
送
付
す
る
際
に
は
、
添
付
書
類

の
同
封
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

　
　
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
人

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
が
お
す
す
め
で
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

②
最
高
４
０
０
０
円
の
税
額
控
除
（
適
用

は
１
年
分
に
限
る
）

③
添
付
書
類
の
提
出
省
略

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホhttp://w
w

w
.nta.go.jp

　

■
税
務
相
談
体
制
に
つ
い
て

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
答
え
し
ま

す
。
八
戸
税
務
署
に
電
話
を
か
け
、
音
声

案
内
１
番
を
選
択
す
る
と
、「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

贈
与
税

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

所
得
税

税
の
種
類

３
月
15
日
木

４
月
２
日
月

３
月
15
日
木

申
告
と
納
税
の
期
限

■
確
定
申
告
っ
て
、
な
に
？

■
個
人
の
申
告
期
限
と
納
税
期
限

■
税
務
相
談
体
制
に
つ
い
て

■
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
、

郵
送
ま
た
は
信
書
便
で

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
人

市民税・県民税の申告
確定申告の受付が始まります

作成会場開設日時
２月１日水～３月 15 日木
※土日祝を除く
午前９時～午後４時

確定申告書作成会場

八戸商工会館３階ホール（堀端町）

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
　また、この期間中、八戸税務署内には確定申告書作成会場を設

置していませんので、ご注意ください。

　確定申告書作成会場は、「所得税（譲渡所得を含
む）」「消費税および地方消費税」「贈与税」の申告
が必要な人を対象としています。

市民税・県民税申告会場

公会堂文化ホール 1 階講義室

　税務署から確定申告書またはお知らせはがきが
送付された人で、申告相談が必要な場合は、「八戸
商工会館」での受け付けとなります。

申告会場開設日時
２月１日水～３月 15 日木
※土日祝を除く
午前９時～午後 3 時 30 分
3 月 11 日日は受け付けします。

確定申告市民税・県民税の申告
問 八戸税務署 〶 031・8611 江陽二丁目 9 ｰ 45
　 Ｔ 43・0141

問 住民税課 Ｔ内線 179、180、181、379
　 Ｆ 45・6737
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市
民
税・県
民
税
の
申
告

に
つ
い
て

■
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
っ
て
、
な
に
？

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
は
、
所
得
税

が
か
か
ら
な
い
人
が
、
市
へ
行
う
申
告
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
税
額
や
各
種
手
当
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
額
の
基
礎
に
な
る

た
め
、
収
入
が
な
い
人
で
も
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

①
給
与
の
支
払
者
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
八
戸
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

②
営
業
・
不
動
産
・
農
業
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
税
の
納
付
・
還
付
が
な
い
人

③
前
年
中
収
入
が
な
く
、
税
金
上
、
同
世

帯
の
人
の
誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な

い
人

④
非
課
税
所
得
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・

恩
給
・
雇
用
保
険
な
ど
）
が
あ
る
人

⑤
24
年
1
月
1
日
現
在
、
八
戸
市
に
住
所

は
な
い
が
、
市
内
に
家
屋
敷
が
あ
る
人

　

■
申
告
が
必
要
な
い
人
は
？ 

①
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
（
し
た
）
人

②
23
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
て
い
る
人

※
給
与
支
払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

医
療
費
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除

を
受
け
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

③
23
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、

次
の
金
額
以
下
の
人

▽
昭
和
22
年
１
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た

人
…
98
万
円

▽
昭
和
22
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
…
１
４
８
万
円

④
右
記
①
～
③
の
人
と
同
世
帯
で
扶
養
に

入
っ
て
い
る
人

　

■
会
場
で
申
告
す
る
際
に
必
要
な
も
の

■
郵
送
に
よ
る
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
申
告
書
の
送
付
時
に
、「
郵
送
申
告
用
の

返
信
用
封
筒
」（
ピ
ン
ク
色
）
を
同
封
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
申
告
書
の
書
き
方
は
、
申
告
書
に
同
封
す

る
「
申
告
の
手
引
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
添
付
書
類
を
提
出
し
な
い
と
、
各
種
控

除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

④
添
付
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

原
本
が
必
要
な
人
は
写
し
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

※
１
月
下
旬
か
ら
、
市
民
税
・
県
民
税
申

告
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
南
郷
区
役
所
・

各
支
所
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
市
民
税・県
民
税
の
申
告
っ
て
、
な
に
？

■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

■
申
告
が
必
要
な
い
人
は
？

■
会
場
で
申
告
す
る
際
に
必
要
な
も
の

■
郵
送
に
よ
る
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

申告へ出かける前に、□にチェックをしてみましょう
 ①送付された申告書（会場にもあります）
 ②はんこ（認め印可）
 ③給与や年金の源泉徴収票
 ④作成した営業・農業・不動産などの収支計算書

　　（収入・支出の明細が判明できるもの）
 ⑤ 23 年 中 に 支 払 っ た 国 民 年 金 保 険 料・ 国 民 健 康 
保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・生命
保険料・地震保険料・損害保険料・医療費などの控
除証明書や領収書など

 ⑥本人または扶養される人が障がい者などである
　　 ことを証明するもの（障害者手帳など）

年
少
扶
養
控
除
お
よ
び

特
定
扶
養
控
除
上
乗
せ
分
の
廃
止

　

所
得
税
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
分

か
ら
、
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

は
24
年
度
か
ら
、
次
の
扶
養
控
除
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
扶
養
控
除
対
象
者
の
年
齢
が
16
歳

以
上
と
な
り
、
年
少
扶
養
親
族
（
平

成
８
年
１
月
２
日
以
後
生
ま
れ
）

は
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
障
害
者
控
除
は
、
年
少
扶
養
親
族

で
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
特
定
扶
養
控
除
対
象
者
の
年
齢
が

16
歳
～
22
歳
か
ら
19
歳
～
22
歳
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
！

申告は正しく、お早めに！
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■
市
民
税
・

　
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
は
、
所

得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
、
市
民
税
・
県
民
税
か
ら
も

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

○
対
象
と
な
る
人

▽
平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
に
居
住
開
始

し
た
人

▽
平
成
21
年
か
ら
23
年
ま
で
に
居
住
開
始

し
た
人

※
市
へ
の
控
除
申
告
書
の
提
出
は
不
要

○
対
象
と
な
ら
な
い
人

▽
所
得
税
の
特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人

▽
平
成
19
・
20
年
に
居
住
開
始
し
た
人

　
■
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
の

　
社
会
保
険
料
控
除

　

23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
納
付

し
た
次
の
保
険
料
（
税
）
は
、
所
得
税
お

よ
び
市
民
税
・
県
民
税
の
算
定
の
際
、「
社

会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
分
を
納
め
て
い
た
場

合
や
、
過
去
に
未
納
や
免
除
と
な
っ
て
い

た
分
を
23
年
中
に
納
め
た
場
合
も
、
同
様

に
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
保
険

料
（
税
）
の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
（
証

明
書
や
領
収
書
な
ど
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
（
控
除
証
明
書

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送

付
済
み
で
す
。
10
月
以
降
に
今
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
２
月
上
旬

に
送
付
予
定
で
す
。）

○
国
民
健
康
保
険
税
・

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　

納
付
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
の
場
合
…
保
険
料
（
税
）
を

納
付
し
た
領
収
証
書
（
納
付
の
控
え
と

な
っ
て
い
る
も
の
）

▽
口
座
振
替
の
場
合
…
「
口
座
振
替
納
付

額
の
通
知
書
」（
１
月
上
旬
に
市
か
ら
送

付
予
定
。
国
保
税
の
年
額
を
一
括
し
て

口
座
振
替
し
た
人
に
は
、
市
か
ら
８
月

中
旬
に
す
で
に
送
付
済
み
で
す
。）

▽
特
別
徴
収
の
場
合
…
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」（
１
月
下
旬
に
年
金
保
険

者
か
ら
送
付
予
定
）

※
特
別
徴
収
の
場
合
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
本
人
の
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
の
み
で
す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）
を
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
納
付
証
明
が
必
要

な
場
合
は
、
各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
（
税
）
の
還
付
が
あ
る
場
合
は
、

還
付
さ
れ
た
額
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
市

民
税
・
県
民
税
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
「
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
市
民
税
・

県
民
税
」
は
、
年
金
給
付
の
際
に
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
人

　

そ
の
年
の
４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上

の
人
で
、
前
年
中
に
老
齢
基
礎
年
金
等
の

支
払
い
を
受
け
た
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
途
中
に
市
民
税
・
県
民

税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
普
通
徴

収
へ
切
り
替
え
と
な
る
た
め
、
納
税
通
知

書
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
と
な
ら
な
い
人

　

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
被
保
険
者
で
な

い
人
や
、
23
年
分
の
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人
な
ど
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

○
特
別
徴
収
の
方
法

①
特
別
徴
収
開
始
初
年
度
の
人

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

②
特
別
徴
収
が
２
年
目
以
降
の
人

　
　

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

■
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の

市
民
税
・
県
民
税
は
、
年
金
か
ら

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
ま
す

普
通
徴
収

６月（第１期） ８月（第２期）
年税額の半分を２回に分けて自分
で納付

特
別
徴
収

10 月 12 月 2 月
年税額の半分を 3 回に分けて
年金から天引き

※８月（第２期）までは、納税通知書
による窓口納付（口座振替含む）と
なります。

特
別
徴
収

4 月 6 月 8 月
8 月までの 3 回は、前年度 2
月分と同額を年金から天引き

10 月 12 月 2 月
年税額から 8 月までの分を差
し引いた額を、3 回に分けて
年金から天引き

※前年度に市民税・県民税に変更
があり、特別徴収から普通徴収
に切り替わった人は、①の方法
になります

■
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
の

社
会
保
険
料
控
除

■
市
民
税
・
県
民
税

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
、

自
動
車
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

雑
損
控
除
な
ど
の
適
用
に
よ
り
、
平
成
22

年
分
ま
た
は
平
成
23
年
分
の
い
ず
れ
か
の

年
分
を
選
択
し
て
所
得
税
の
還
付
や
軽
減
・

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
の
納
付
が
難
し
い
場
合

は
、
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
控
除

～
寄
附
金
・
義
援
金
を
支
払
っ
た
方
へ
～

　

個
人
の
方
が
国
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
寄
附
金
・
義
援
金
を
支
出
さ
れ
た
場

合
、
寄
附
金
額
の
２
０
０
０
円
を
超
え
る

分
に
つ
い
て
一
定
限
度
ま
で
市
民
税
・
県

民
税
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
告
に
は
、
寄
附
金
の
領
収
書
や
受
領

書
が
必
要
で
す
。

東
日
本
大
震
災
関
連
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市
民
税
・
県
民
税
や
控
除
に
つ
い
て

よ
く
あ
る
ご
質
問

「
収
入
」
と
「
所
得
」

問
：
「
収
入
」
と
「
所
得
」、何
が
違
う
の
？

答
：
「
収
入
」
か
ら
必
要
経
費
な
ど
を
引
い

た
も
の
を
「
所
得
」
と
い
い
ま
す
。

▽
給
与
所
得
…
収
入

−

給
与
所
得
控
除
額（
※
）

▽
年
金
所
得
…
収
入

−

年
金
所
得
控
除
額（
※
）

　

※
国
が
定
め
る
一
定
の
計
算
式
に
よ
る
額

▽
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど

…
収
入
︲
必
要
経
費

医
療
費
控
除

問
：
医
療
費
の
支
払
い
が
多
い
と
税
金
が

安
く
な
る
？

答
：
23
年
の
1
～
12
月
に
支
払
っ
た
医
療

費
（
補
て
ん
さ
れ
る
保
険
金
な
ど
を

除
い
た
額
）
が
10
万
円
以
上
（
所
得

２
０
０
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
所
得
の
５

%
以
上
）
で
あ
れ
ば
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
、
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

申
告
の
際
は
、
医
療
費
の
領
収
書
の

提
示
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
計
算

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
所
得
税
を
納
め
て
い
る
人
は
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
金
上
の
扶
養

問
：
扶
養
に
入
れ
る
額
は
、
い
く
ら
ま
で
？

答
：
税
金
上
の
扶
養
に
入
る
た
め
に
は
、

所
得
38
万
円
以
下
（
給
与
収
入
の
場
合

１
０
３
万
円
以
下
）
と
い
う
制
限
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
超
え
た
場
合
は
、
扶
養
に

入
れ
ま
せ
ん
の
で
、
年
末
調
整
や
申
告
の

前
に
は
、
所
得
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
と
市
民
税
・
県
民
税

問
：
引
っ
越
し
た
後
は
ど
こ
に
納
め
れ
ば

い
い
の
？

答
：
市
民
税
・
県
民
税
は
、
1
月
1
日
現

在
の
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
へ
納
め
ま

す
。し
た
が
っ
て
、１
月
２
日
以
降
に
引
っ

越
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
市
民
税
・

県
民
税
は
引
っ
越
し
前
の
市
町
村
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
後
の
市
民
税
・
県
民
税

問
：
市
民
税
・
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
３
月
に
会
社
を

辞
め
る
予
定
で
す
。
退
職
後
、
市
民
税
・

県
民
税
の
支
払
い
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま

す
か
？

答
：
平
成
23
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
は
、

22
年
中
（
１
～
12
月
）
の
所
得
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
に
お

勤
め
の
時
は
、
23
年
６
月
か
ら
24
年
５

月
ま
で
毎
月
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、
退
職
に
よ
り
天
引
き
で
き
な
く

な
る
た
め
、
４
月
と
５
月
分
の
税
額
が

３
月
に
一
括
で
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
24
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、

今
年
６
月
に
ご
自
宅
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。給

与
と
公
的
年
金
の
収
入
が
あ
る
人

の
市
民
税
・
県
民
税

問
：
現
在
、
給
与
と
年
金
の
収
入
が
あ
り
、

今
ま
で
は
市
民
税
・
県
民
税
は
全
て
給

与
か
ら
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。
年
金
か

ら
も
天
引
き
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
：
65
歳
以
上
の
人
の
年
金
収
入
分
の
市

民
税
・
県
民
税
は
年
金
天
引
き
に
と
な

り
ま
す
。
年
齢
に
よ
り
、
市
民
税
・
県

民
税
の
徴
収
方
法
は
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
…
給
与
所
得
に
係
る
市

民
税
・
県
民
税
は
今
ま
で
ど
お
り
給

与
天
引
き
で
す
が
、
年
金
所
得
に
係

る
分
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

65
歳
未
満
の
人
…
給
与
所
得
に
係
る
市

民
税
・
県
民
税
と
、
年
金
所
得
に
係

る
市
民
税
・
県
民
税
を
合
わ
せ
て
、

給
与
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
、
事
業
所
を

通
じ
て
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
人
の
市
民
税
・
県
民
税

問
：
亡
く
な
っ
た
人
の
市
民
税
・
県
民
税
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

答
：
１
月
２
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
人
で

も
、
前
年
中
の
所
得
な
ど
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
続
し
た
人
が
ご

本
人
（
亡
く
な
っ
た
人
）
の
納
税
義
務

を
引
き
継
ぎ
、
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
に
亡
く
な
っ
た
人
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

給与の場合は、
給与所得控除
年金の場合は、
年金所得控除

収　入

必
要
経
費

所 得

 問い合わせ先一覧

問い合わせ内容 連絡先

市民税・県民税について 住民税課
Ｔ内線 179、180、181、379 Ｆ 45・6737

確定申告・納税について 八戸税務署　Ｔ 43・0141

国民年金について 国保年金課　Ｔ 43・9079 Ｆ 44・9106

国民健康保険について 国保年金課　Ｔ 43・9384 Ｆ 44・9106

後期高齢者医療について 国保年金課　Ｔ 43・9065 Ｆ 44・9106

介護保険について 介護保険課　Ｔ 43・9285 Ｆ 47・0732
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市への貢献に感謝をこめて市への貢献に感謝をこめて

西
に し

　幹
み き お

雄
（68）

根城二丁目

八戸市副市長として、市政の進展
に尽力し、地方自治の振興に貢献

大
お お く ぼ

久保　勉
つとむ

（65）
根城四丁目

蛯
え び な

名　喜
き み つ

光
（65）

高州一丁目

八戸圏域水道企業団副企業長とし
て、企業経営の安定化、水道事業の発
展に貢献

長い間、八戸市行政員として、地域
住民と行政との連携を図り、市政の進
展に貢献

谷
た に む ら

村　俊
しゅん

二
じ

（78）
石堂二丁目

長い間、町内会長として、地域社会
活動のとりまとめ役として、市政の進
展に貢献

田
た な ぶ

名部　定
さ だ お

男
（65）

石堂一丁目

青森県議会議員、八戸市議会議員
として、市政の進展に尽力し、地方
自治の振興に貢献

長い間、町内会長として、地域社会
活動のとりまとめ役として、市政の進
展に貢献

菊
き く ち

池　武
たけし

（67）
多賀台三丁目

八戸市教育長として、学校教育の
充実、社会教育の振興など、市の教
育行政の進展に貢献

ひろ

内
な い

　榮
え い きち

（80）
大字鮫町

長い間、町内会長として、地域社会
活動のとりまとめ役として、市政の進
展に貢献

盛
も り た

田　
しず

子
こ

（65）
桜ヶ丘四丁目

古
ふ る だ て

舘　義
よ し み

美
 （75）
大字糠塚

長い間、統計調査員として、統計業
務に従事し、その業務の推進に貢献

11
月
4
日
に
平
成
23
年
度
功
労
者
・
善
行

者
表
彰
式
が
、
11
月
17
日
に
は
八
戸
市
文
化

賞
・
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
栄
光
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
（
順
不
同
・
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
23
年

12
月
1
日
現
在
の
年
齢
、ス
ポ
ー
ツ
栄
光
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
23
年
12

月
20
日
現
在
の
年
齢
）。

市民または市に密接な関係がある人で、
市内外で活躍し、市政や文化、産業、社
会福祉などの各分野において市民の模範
となり、市の名誉を著しく高めるなどの
顕著な功績があった人を表彰します。《26 名》

功労者、善行者、文化賞、文化奨励賞、スポーツ栄光賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞
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伊
い と う

藤　榮
さかえ

（88）
大字糠塚

長い間、社交ダンスの研さんに励
むとともにその普及と後進の育成に
努め、地方文化の振興発展に貢献

志
し む ら

村　功
こ う すけ

（69）
大字新井田

尾
お ざ き

崎　善
よ し て る

輝
（68）
大字湊町

長い間、旭ヶ丘地区体育振興会の
役員として、地域に根ざした体育の
振興発展に貢献

長い間、民生委員児童委員として、
地域住民の福祉の向上に貢献

荒
あ ら や

谷　祥
しょうすけ

輔
（68）

長苗代二丁目

長い間、児童福祉施設の経営者と
して、社会福祉事業の振興に貢献

小
お ば ら

原　謙
け ん じ ろ う

次郎
（91）

小中野五丁目

長い間、納税貯蓄組合役員として、
納税意識の高揚と組合の充実強化に
貢献

倉
く ら か ず

數　毅
たけし

（72）
根城九丁目

土
と き

岐　ハルミ
（65）

根城九丁目

長い間、私立学校の経営者として、
幼児教育の充実に努め、私学の振興
に貢献

長い間、教育者として、児童の健
全育成に努め、教育の振興発展に貢
献

中
な か ぐ き

岫　惠
け い じ ろ う

次郎
（号　中

なかぐき

岫惠
けいふう

風）
（72）

是川二丁目

長い間、書道の研さんに励むとと
もにその普及と後進の育成に努め、
地方文化の振興発展に貢献

北
き た

向
む き

　幸
こ う

吉
き ち

（68）
根城三丁目

北
き た や ま

山　良
り ょ う じ

二
（68）

沼館一丁目

長い間、管工事業関係団体の要職
を歴任し、管工事業界の振興発展に
貢献

長い間、保護司として、保護観察
や犯罪予防活動に尽力し、地域社会
の健全化に貢献

吉
よ し だ

田　洋
ひろし

（69）
根城九丁目

長い間、学校歯科医として、児童・
生徒の口腔管理に尽力し、学校保健
衛生の向上に貢献

藤
ふ じ た

田　正
しょうじろう

次郎
（65）

下長一丁目

長い間、八戸市消防団長として、
市民の生命財産を守るとともに、市
の防災安全に貢献

長い間、もの作りをとおして児童
生徒の創造力、発想力の向上に尽力
し、青少年教育の振興に貢献

岡
お か む ら

村　洋
よ う こ

子
（号　泉

いずみ

 徳
の り ち か

千佳）
（68）

根城六丁目

長い間、日本舞踊の研さんに励む
とともにその普及と後進の育成に努
め、地方文化の振興発展に貢献

町
ま ち

　勝
か つ

男
お

（69）
大字糠塚

下
し も う ち

内　久
きゅうげん

元
（66）
大字妙

長い間、民生委員児童委員として、
地域住民の福祉の向上に貢献

長い間、保護司として、保護観察
や犯罪予防活動に尽力し、地域社会
の健全化に貢献

大
お お も り

森　斂
おさむ

（65）
西白山台四丁目

長い間、学校薬剤師として、児童・
生徒の健康管理に尽力し、学校保健
衛生の向上に貢献

林
はやしの

野　榮
さかえ

（77）
大字櫛引
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三
み う ら

浦　敏
と し お

雄
（67）

柏崎一丁目

長年にわたり、写真の研さんを積み、
数々の写真展において入賞するととも
に、その普及と後進の指導育成に努め、
本市文化の振興発展に貢献

長年にわたり、書道の研さんを積み、
数々の書道展において入賞するととも
に、その普及と後進の指導育成に努め、
本市文化の振興発展に貢献

鈴
す ず き

木　忠
ち ゅ う じ ろ う

治郎
（号  草

そうしゅう

舟）
（80）

大字市川町

長年にわたり、書道の研さんを積み、
数々の書道展において入賞するととも
に、その普及と後進の指導育成に努め、
本市文化の振興発展に貢献

鳥
と や べ

屋部　濵
は ま こ

子
（号   香

こうすい

翠）
（90）

柏崎三丁目

久
く ぼ

保　よね子
こ

（74）
諏訪一丁目

八戸市立市民病院療養環境充実のた
め私財を寄附

高
た か は し

橋　喜
き く ぞ う

久藏
（82）

白銀台六丁目

長い間、地域の道路の清掃、公園の
草取りなどの奉仕活動を継続し、地域
の環境美化に貢献

石
い し ざ わ

澤　多
た え

枝
（59）

長苗代二丁目

長い間、地域の公園の清掃、草取り
などの奉仕活動を継続し、地域の環境
美化に貢献

漆
うるしだて

舘　弘
ひ ろ み

美
（74）

大字新井田

長い間、地域のバス停留所待合室の
清掃、除雪などの奉仕活動を継続し、
地域の環境美化に貢献

鈴
す ず き

木　継
つ ぐ お

男
（88）

内丸三丁目

八戸市美術館資料充実のため絵画
を寄附

功労者、善行者、文化賞、文化奨励賞、スポーツ栄光賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞

公益のための多額の寄附や、災害発生
時における功労・人命救助・各種の奉仕
活動による地域社会への貢献など、善行
が著しく市民の模範となった人（団体）
を表彰します。《5 名・3 団体》

《3 名》

文化賞は、市民または市に密接な関係が
ある人で、芸術・学術の分野において、長
年にわたる功績と全国規模の展覧会などに
おいて優れた評価を受けたことなどにより、
本市文化の振興に寄与された人（団体）に
贈られます。

マネックスグループ株式会社
東京都千代田区

東日本大震災復興事業の財源とし
て多額の寄付

社団法人大日本水産会
東京都港区

東日本大震災復興事業の財源とし
て多額の寄付

三井物産株式会社
東京都千代田区

東日本大震災復興事業の財源とし
て多額の寄付
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第 17 回全日本距離別スピードスケー
ト選手権大会（長野県）男子 5,000m 優
勝、第 83 回日本学生氷上競技選手権大
会（北海道）男子 5,000m 優勝など

在
ざ い け

家　範
の り ま さ

将
（22）

日本大学 4 年
（八戸商業高校卒）

根城一丁目

2010 年全日本チーム対抗自転車競技大
会（静岡県）男子 4km 団体追抜競走にお
いて優勝

三
み う ら

浦　康
や す た か

嵩
（19）

早稲田大学 2 年
（八戸工業高校卒）

高州二丁目

第 83 回日本学生氷上競技選手権大会
（北海道）女子 2,000m リレーにおいて
優勝

大
お お く ぼ

久保  あゆみ
（23）

㈲塚原フィットネスクラブウイング
（根城中学校出身）

根城一丁目

第 83 回日本学生氷上競技選手権大会
（北海道）チームパシュートにおいて優
勝

大
お お た な か

田中　仁
ひ と し

志
（20）

日本大学 2 年
（八戸西高校卒）

城下四丁目

第 83 回日本学生氷上競技選手権大会
（北海道）男子 2,000m リレーにおいて
優勝

池
い け だ

田　晋
し ん い ち ろ う

一朗
（22）

㈶神奈川体育館
（八戸高校出身）

神奈川県横浜市

第 35 回全日本高校ボウリング選手権
大会（東京都）男子の部において優勝

工
く ど う

藤　壽
と し き

紀
（17）

八戸工大一高 2 年
長苗代三丁目

第 18 回アジア・ジュニア自転車競技
選手権大会（タイ）男子４km 団体追抜
競走において優勝など

新
し ん ざ ん

山　響
きょうへい

平
（18）

八戸工業高校 3 年
大字是川

第 26 回ユニバーシアード競技大会
（中国）自転車競技女子ポイントレース
20km 第 3 位など

上
う わ の

野　みなみ
（20）

鹿屋体育大学 2 年
（八戸工業高校卒）

小中野六丁目

文化奨励賞は、市民または市に密接な
関係がある人で、芸術・学術の分野にお
いて優れた業績をあげ、今後の活躍が期
待される人（団体）に贈られます。

文
化

奨
励
賞

文
化

奨
励
賞
《1 名》

スポーツ栄光賞は、市民または市に密
接な関係がある人で、各種スポーツの国
際大会などで活躍し、市のスポーツ振興
に大きく貢献した人（団体）に贈られます。

ス
ポ
ー
ツ

栄
光
賞

ス
ポ
ー
ツ

栄
光
賞
《1 名》

佐
さ と う

藤　千
ち づ こ

鶴子
（64）

根城六丁目

洋裁に精励し、昨年 11 月に開催され
た 2010 全日本洋装技能コンクールにお
いて日本商工会議所会頭賞を受賞

スポーツ賞は、市民または市に密接
な関係がある人で、各種スポーツの国
際大会や全国規模の大会などで活躍し、
市のスポーツ振興に大きく貢献した人
（団体）に贈られます。

《7 名・2 団体》

株式会社吉田産業
スピードスケート部

大字廿三日町

第 50 回全日本社会人対抗スピードス
ケート競技会（八戸市）男子において
総合優勝

第 66 回国民体育大会冬季大会
青森県アイスホッケー成年チーム

第 66 回国民体育大会冬季大会アイス
ホッケー競技会（八戸市）成年の部に
おいて優勝
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《8 名・1 団体》

スポーツ奨励賞は、市民または市に密接
な関係がある人で、各種スポーツの全国規
模の大会などで活躍し、市のスポーツ振興
に大きく貢献した人（団体）に贈られます。

2010 いわて北上マラソン大会・全日本
マスターズマラソン選手権大会男子 45 ～
49 歳 10km ロードレースにおいて優勝

加
か と う

藤　聡
さとし

（46）
青森県立八戸
高等学校教諭
桜ヶ丘四丁目

第 34 回 全 日 本 ジ ュ ニ ア ス ピ ー
ドスケート選手権大会（岐阜県）　
チームパシュートにおいて第 3 位

米
よ な い ぐ ち

内口　成
な る み

美
（19）

目白大学
（八戸西高校卒）

大字長苗代

平成 23 年度全国高等学校総合体
育大会レスリング競技大会（岩手
県）55kg 級において第 3 位

平
ひ ら い

井　見
け ん じ

治
（18）

八戸高校 3 年
湊高台三丁目

第 56 ～ 66 回青森県民体育大会
陸上競技において優秀な成績を収
めた

岩
い わ さ わ

澤　進
すすむ

（50）
㈱八戸林産
石堂四丁目

平成 23 年度全国高等学校総合体
育大会レスリング競技大会（岩手県）
66kg 級において第 3 位

工
く ど う

藤　諒
り ょ う じ

司
（18）

光星学院高校 3 年
大字新井田

第 50 回全日本社会人対抗スピー
ドスケート競技会（八戸市）3,000m
において第 3 位

川
か わ さ き

崎　雄
ゆ う た

太
（20）

八戸地域広域市町村
圏事務組合消防本部

沼館二丁目

功労者・善行者について　問 総務情報管理室Ｔ内線 437 Ｆ 45・2077
文化賞・文化奨励賞について　問 まちづくり文化推進室Ｔ内線 455 Ｆ 41・2302
スポーツ栄光賞・スポーツ賞・スポーツ奨励賞について　問 スポーツ健康課Ｔ内線 463 Ｆ 47・0746

光星学院高等学校硬式野球部
湊高台六丁目

第 93 回全国高等学校野球選手権
大会（兵庫県）において準優勝

第 66 回国民体育大会冬季大会スケート競技会（八戸市）少年男子 2,000m
リレーにおいて第 3 位

佐
さ さ き

々木　晃
こ う へ い

平
（19）

アレック情報ビジネス学院
売市二丁目

伊
い と う

藤　暢
ま さ よ し

祥
（18）

八戸商業高校 3 年
西白山台一丁目

功労者、善行者、文化賞、文化奨励賞、スポーツ栄光賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞
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市
で
は
、
技
能
尊
重
の
気
運
を
一
層
高
め

る
と
と
も
に
、
技
能
の
研
さ
ん
を
奨
励
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
優
れ
た
技
能
を
通
じ
て
市

の
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
を
「
卓
越
技

能
者
」
と
し
て
、
ま
た
、
将
来
の
卓
越
技
能

者
候
補
の
育
成
を
目
的
に
、
若
く
優
れ
た
技

能
者
を
「
技
能
奨
励
賞
」
と
し
て
表
彰
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
表
彰
式
が
11
月
15
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
23
年
12
月
1
日
現
在
の
年
齢
）。

問 雇用支援対策課 Ｔ内線 255 Ｆ 43・2256

《4 名》

《2 名》

西洋料理人として長年従事し、技能の取得・
研さんに努めている。冷製料理、魚介料理を得
意とし、特に牛舌・鴨肉・鮭などのスモークに関
して高い技能を持ち、市内・県内でのコンクー
ルでの入賞歴もあり、現在では、コンクールを企
画・審査する立場に回り、後進の指導育成に努
め、業界においても高く評価されている。

角
か ど は ま

濱　功
こ う き

樹
（46）

【西洋料理人】

建築板金工として長年従事し、技能の取得・
研さんに努めている。養鶏場と共同で養鶏用餌
箱加工製作を行い、当地区の養鶏業の発展に寄
与し、また、水産業界の建屋建設や福祉施設な
どの屋根工事などを数多く手掛け、建築板金業
界の第一人者である。さらに、後進の指導育成
に努め、業界においても高く評価されている。

工
く ど う

藤　幸
ゆ き お

雄
（72）

【建築板金工】

給仕従事者として長年従事し、技能の取得・
研さんに努めている。サービス一級技能士の資
格を持ち、学校や各種団体などを対象とした、
テーブルマナーなどの講師を務め、地域の食文
化の向上に貢献、また、現在は後進の指導・育
成に努め、全国大会優勝者を輩出するなど、業
界の発展に大きく貢献しており、業界においても
高く評価されている。

中華料理人として技能の研さんに努めてい
る。地場産品を活用した地域に根付いた広東
料理のほか、四川料理や上海料理も積極的に
取り入れた幅広いスタイルの中国料理を確立し、
2000 年の中国料理世界大会において、県代表
メンバーとして特等奨（金メダル）を受賞、ま
た、青年部として後進技能者の指導育成に努め、
将来の第一人者として期待されている。

佐
さ さ き

々木　
たか

治
は る

（57）
【給仕従事者】

小
お だ し ま

田島　重
し げ か つ

勝
（40）

【中華料理人】

和服仕立職として長年従事し、技能の取得・
研さんに努めている。今は市内では数少ない和
服の技能者であり、得意としているリバーシブル
の着物の製作は、かなり高度な技術を要するも
のであり、新技術普及を手掛けた第一人者の一
人として、日本の伝統的な技能の伝承に大きく
貢献しており、業界においても高く評価されてい
る。

西洋料理人として技能の研さん努めている。
ホテルの調理師として培った知識と技能により、
地場産品を取り入れた創作料理を考案し、地域
振興食などのコンテストや、郷土料理コンテスト
などで数々の表彰を受け、県食材、地場産品の
普及に努め、さらに、後進技能者の指導育成
に努め、将来の第一人者として期待されている。

嶋
し ま わ き

脇　
けい

子
こ

（77）
【和服仕立職】

蛭
ひ る こ

子　長
ちょういち

一
（38）

【西洋料理人】

平成
23年度 八 戸 市 卓 越 技 能 者 表 彰

写真

卓越技能者、技能奨励賞



　

講
座
ア
イ
コ
ン

　

講
座
ア
イ
コ
ン

　

講
座
ア
イ
コ
ン

　

講
座
ア
イ
コ
ン

消
費
者
講
座

日
時　

１
月
26
日
木

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

市
庁
別
館
２
階
会
議
室
Ｃ

テ
ー
マ　
「
知
っ
て
安
心　

く
ら
し
の
税

金
」
～
税
理
士
か
ら
学
ぶ
相
続
税
～

講
師　

東
北
税
理
士
会
八
戸
支
部

定
員　

40
人
程
度

申

１
月
４
日
水
～
24
日
火
に
商
工
政

策
課
へ

　

Ｔ
43
・
９
５
２
４
Ｆ
43
・
２
２
５
６

初
級
外
国
語
講
座
（
英
語
）

日
時　

１
月
17
日
火
～
２
月
16
日
木
の

　
　
　

毎
週
火
木
（
計
10
回
）

　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　

福
祉
公
民
館
（
類
家
）

講
師　

ナ
タ
リ
ー
・
ク
ル
ッ
ケ
ン
バ
ー
グ

国
際
交
流
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

▽
一　

般　

７
０
０
０
円

　
　
　
　

▽
協
会
員　

５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
別
途

申

１
月
４
日
水
〜
13
日
金
に
八
戸
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
連
携
推

進
課
内
）
へ

　

Ｔ
43
・
９
２
５
７
Ｆ
47
・
１
４
８
５

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
短
期
講
座

お
菓
子
と
チ
ョ
コ
作
り
教
室

日
時　

１
月
13
日
金
〜
２
月
17
日
金
の

毎
週
金
（
全
６
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
沼
館
）

対
象　

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
の

あ
る
35
歳
未
満
の
人

定
員　

15
人

材
料
費　

３
０
０
０
円
（
６
回
分
）

申
月
〜
土
（
祝
を
除
く
）
の
午
後
１
時

〜
８
時
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
来

館
の
う
え
申
し
込
み

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

Ｔ
22
・
８
６
１
２
Ｆ
45
・
１
０
８
３

第
２
回
一
次
救
命
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

日
時　

１
月
11
日
水

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
民
病
院
２
階
講
堂

講
師　

今こ
ん

明あ
き
ひ
で秀
氏
（
市
民
病
院
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
所
長
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
未
成
年
者
は
保

護
者
同
伴
で
の
参
加
）

定
員　

40
人
程
度
（
先
着
順
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で

申

１
月
５
日
木
ま
で
に
健
康
増
進
課
へ

　

Ｔ
内
線
５
６
７
Ｆ
47
・
０
７
４
５

家
庭
教
育
研
修
会

日
時　

１
月
18
日
水

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

は
っ
ち
２
階
シ
ア
タ
ー
２

演
題　
「
子
育
て
は
楽
し
ま
な
く
ち
ゃ

も
っ
た
い
な
い
！
」

講
師　

高た
か
の野
優ゆ

う

氏
（
育
児
漫
画
家
）

内
容　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
教
育
番

組
の
司
会
を
務
め
た
講
師
が
絵
を
描

き
な
が
ら
子
育
て
の
楽
し
さ
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

※
託
児
室
有
・
要
問
い
合
わ
せ

申

社
会
教
育
課

　

Ｔ
43
・
９
１
５
４
Ｆ
47
・
４
９
９
７

　

催
し
ア
イ
コ
ン

　

催
し
ア
イ
コ
ン

　

催
し
ア
イ
コ
ン

　

催
し
ア
イ
コ
ン

ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
２

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る

さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
２
」
で
、
八
戸

三
社
大
祭
ミ
ニ
山
車
の
展
示
を
行
う
ほ

か
、
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
、
特
産
品
販
売

な
ど
の
出
展
を
し
ま
す
。
ま
た
、
１
月

７
日
土
～
９
日
月
祝
は
、
法
霊
神
楽
・

南
部
民
謡
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

１
月
７
日
土
～
15
日
日
午
前
10

時
～
午
後
８
時
（
10
日
火
～
13
日
金
は

午
後
７
時
、15
日
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

問
観
光
課

　

Ｔ
43
・
９
２
５
２
Ｆ
46
・
５
６
０
０

24
年
八
戸
市
消
防
出
初
式

八
戸
市
の
消
防
団
員
１
３
５
０
人
、

車
両
67
台
が
集
合
し
、
観
閲
、
分
列
行

進
を
行
い
ま
す
。
分
列
行
進
後
、
公
会

堂
に
お
い
て
、
式
典
と
勇
壮
な
纏

ま
と
い

振
り

や
は
し
ご
乗
り
を
披
露
し
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
日
午
前
10
時

場
所　

中
心
街
、
公
会
堂

　

地
図

　

地
図

　

地
図

　

地
図

問
消
防
本
部
警
備
課

　

Ｔ
44
・
２
１
３
４
Ｆ
44
・
１
１
９
６

八
戸
市
鷗お

う
め
い盟
大
学

第
32
回
大
学
祭
芸
能
発
表
会

日
時　

１
月
21
日
土
午
後
１
時
～
４
時

16

市庁◎

神明宮○

長根公園

十六日町 六日町

三日町

新荒町

十三日町
交通規制区間

※当日は、各屯所において午前 7 時に
団員召集のためのサイレンを鳴らし
ます。火災と間違わないようにお願
いします。

市 庁 代 表
Ｔ 43・2111
Ｆ 45・2077
ホ http://www.city.

hachinohe.aomori.jp 

■おしらせの見方
申 申し込み
問 問い合わせ
申 申し込み・問い合わせ
ホ ホームページ　
Ｅ E メールアドレス

■注意事項
○料金の記載のないものは、すべて無

料です。
○ ｢ Ｔ内線 ｣ とある場合は、まず市庁の

代表番号（Ｔ 43・2111）におかけの
うえ、内線番号をお伝えください。

○市庁の開庁時間 

▽平日：午前 8 時 15 分〜午後 5 時 
※市民課の一部窓口は午後 6 時まで 
※収納課窓口（収納業務、納税相談）
も午後 6 時まで（月・金のみ）

▽休日：土の午前 8 時 15 分〜正午
　市民課の一部窓口
○市庁への郵便は、郵便番号（〶

031・8686）と課名のみで届きます。

1 月の お し ら せ
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場
所　

公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

コ
ー
ラ
ス
、民
謡
歌
謡
、カ
ラ
オ
ケ
、

詩
吟
、日
舞
、ダ
ン
ス
、太
極
拳
な
ど

問
八
戸
市
鷗
盟
大
学
事
務
局

　

Ｔ
Ｆ
44
・
６
５
２
３

グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ー
ク 

in 

は
っ
ち

在
住
外
国
人
が
八
戸
に
暮
ら
し
て
感

じ
る
こ
と
、
八
戸
の
魅
力
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
、
市
民
と
と
も
に
地

域
で
暮
ら
す
社
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
市
長
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

日
時　

1
月
15
日
日

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
15
分

場
所　

は
っ
ち
１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば

テ
ー
マ　
「
共
に
暮
ら
そ
う　

こ
の
街
で
」

ト
ー
ク
参
加
者　

崔ち
ぇ

修す
ぅ

静じ
ょ
ん

氏
（
韓
国
出

身
）、
趙ち

ょ
う
い偉
林り

ん

氏
（
中
国
出
身
）、
ム

ハ
マ
ド
・
レ
ド
ゥ
ア
ン
・
ビ
ン
・
ロ

デ
ィ
氏
（
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
）、
ザ

ハ
ラ
ツ
ニ
サ
・
エ
カ
プ
ツ
リ
氏
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
）、
ナ
タ
リ
ー
・

ク
ル
ッ
ケ
ン
バ
ー
グ
（
米
国
出
身
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

武た
け
わ輪
俊と

し
ひ
こ彦
氏（
八

戸
国
際
交
流
協
会
副
会
長
）

定
員　

50
人　

※
申
し
込
み
不
要

問
市
民
連
携
推
進
課

　

Ｔ
43
・
９
２
５
７
Ｆ
47
・
１
４
８
５

伝
統
文
化
伝
承
事
業

地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り

日
時　

１
月
29
日
日
午
前
10
時
開
演

場
所　

南
郷
文
化
ホ
ー
ル

出
演
予
定　

島
守
駒
踊
、
島
守
小
学
校

神
楽
島
守
神
楽
保
存
会
、
島
守
虎
舞
、

荒
谷
え
ん
ぶ
り
、
中
野
神
楽
、
鳩
田
学

区
え
ん
ぶ
り
組
、
民
謡
保
存
会
、
歌
謡

愛
好
会
、
大
平
大
神
楽
、
泉
清
水
え
ん

ぶ
り
組
、
南
郷
ソ
ー
ラ
ン
南
組

問
南
郷
文
化
ホ
ー
ル

　

Ｔ
60
・
８
０
８
０
Ｆ
60
・
８
０
８
１

「
ジ
ャ
ズ
姫
」
い
ち
ご
観
光
農
園
開
園

一
番
お
い
し
い
い
ち
ご
を
味
わ
え
る
よ

う
に
完
全
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
園
時
期　

１
月
上
旬
～
５
月
下
旬

（
火
木
休
み
）

▽
中
学
生
以
上　

１
５
０
０
円

▽
小
学
生　

１
３
０
０
円

▽
３
歳
以
上　

７
０
０
円

▽
３
歳
未
満　

無
料
（
保
護
者
同
伴
）

※
１
時
間
食
べ
放
題

申

泉
清
水
い
ち
ご
生
産
組
合

　

Ｔ
Ｆ
82
・
２
８
８
１

青
森
県
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

１
月
12
日
木
〜
19
日
木

（
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
は
正

午
ま
で
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

市
庁
本
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容　

23
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作

品
の
う
ち
、
市
内
各
校
の
応
募
作
品

を
中
心
に
展
示

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

Ｔ
43
・
９
１
６
７
Ｆ
45
・
３
３
３
９

第
34
回
民
俗
芸
能
の
夕
べ

日
時　

１
月
22
日
日
午
後
５
時
～
７
時

　
　
　
（
開
場
午
後
４
時
30
分
）

場
所　

公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル

出
演　

中
居
林
大
神
楽
、
中
野
神
楽
保

存
会
、
白
銀
沖
揚
音
頭
保
存
会
、
湊

虎
舞
保
存
会

※
市
庁
本
館
・
別
館
案
内
、
社
会
教
育

課
、
各
地
区
公
民
館
、
南
郷
区
役
所
、

博
物
館
、
是
川
縄
文
館
、
図
書
館
、

公
会
堂
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

　

Ｔ
43
・
９
４
６
５
Ｆ
47
・
４
９
９
７

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

霊
園
維
持
管
理
料
の
口
座
振
替

霊
園
維
持
管
理
料
の
納
付
は
、
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
い
が
で
き

る
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

な
お
、
市
外
に
お
住
ま
い
で
市
内
金
融

機
関
に
口
座
が
な
い
人
は
、「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
」
の
み
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
用
紙　

市
内
金
融
機
関
、
市

民
課
内
霊
園
窓
口
お
よ
び
南
郷
区
役

所
市
民
生
活
課
で
配
布

持
ち
物　

通
帳
、
通
帳
の
届
け
出
印

申
込
方
法　

口
座
振
替
用
紙
に
記
入
・

押
印
の
う
え
、
金
融
機
関
へ

問
市
民
課

　

Ｔ
43
・
９
１
９
３
Ｆ
46
・
１
５
１
７

消
防
本
部
・
八
戸
消
防
署
庁
舎
移
転

消
防
本
部
お
よ
び
八
戸
消
防
署
は
、
12

月
26
日
月
に
新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

【
新
庁
舎
住
所
】

　

〶
０
３
１
・
０
０
１
１

　

八
戸
市
大
字
田
向
字
松
ヶ
崎
７
︲
８

　
（
市
民
病
院
近
く
）

問
消
防
本
部
管
理
課

　

Ｔ
44
・
２
１
３
２
Ｆ
44
・
１
１
９
６

　
　

※
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

1 月の納税
国民健康保険税（第 7 期）

夜間納税相談
日時 1 月 12 日木午後 5 時〜 7 時 30 分
※毎週月と金は午後 6 時まで（祝を除く）
場所　収納課

問 収納課  Ｔ 43・9173、43・9174、43・9175 Ｆ 47・0753

　農業の生産性の向上と農家経営の安定を図るため、
農業の優れた知識や新たな技術を紹介する講座です。

23 年度　農業講座

場所　農業経営振興センター（尻内町字毛合清水 29）
※申し込み不要
問農業経営振興センターＴ 27・9163 Ｆ 27・9166

日程 時間 演題 講師

１/24
火

13:00 ～
14:30

今年の八戸の
天候について

田
た し ま

嶋　研
け ん い つ

逸 氏
（㈱吉田産業海洋気象

事業部所長　気象予報士）

14:45 ～
16:15

トマト ･ ミニトマト
の栽培と高温期対策
について

久
く ぼ た

保田　維
た だ あ き

明 氏
（㈱サカタのタネ 東日本支店

仙台営業所青森県担当）

１/25
水

13:00 ～
14:30

立ち上がろう！八戸
～八戸農業の復興は
土づくりから～

後
ご と う

藤　逸
い つ お

男 氏
（東京農業大学生産環境

化学研究室教授）

14:45 ～
16:15

トルコギキョウと
切り花品目について

中
な か や ま

山　由
よ し あ き

明 氏
（㈱ムラカミシード　　

北日本営業所所長）

１/26
木

13:00 ～
14:30

野 菜の動向と新 品
種・新技術について

寺
て ら さ わ

澤　美
み さ お

作穂 氏
（カネコ種苗㈱盛岡支店課長）

14:45 ～
16:15 課題研究発表 青森県立名久井

農業高等学校
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エ
コ
パ
ス
ポ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
販
売
中

冬
休
み
期
間
中
に
利
用
で
き
る
、
市

営
バ
ス
全
路
線
一
日
乗
り
放
題
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

券
種

▽
こ
ど
も
探
検
エ
コ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
小

学
生
対
象
）
１
枚
１
０
０
円

▽
Ｊ
･
エ
コ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
中
学
生
対

象
）
１
枚
３
０
０
円

▽
親
子
Ｄ
Ｅ
探
検
エ
コ
パ
ス
ポ
ー
ト

（
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
２
人
が

対
象
）
１
枚
６
０
０
円

利
用
期
間 

12
月
24
日
土
～
1
月
13
日
金

販
売
場
所　

旭
ヶ
丘
･
大
杉
平
営
業

所
、
は
っ
ち
･
チ
ー
ノ
･
ラ
ピ
ア
各

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
は
ち
の
へ

総
合
観
光
プ
ラ
ザ
な
ど
市
内
各
回
数

券
等
販
売
所

※
詳
し
く
は
、
市
交
通
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
交
通
部
運
輸
管
理
課

　

Ｔ
25
・
５
１
４
１
Ｆ
25
・
５
１
４
６

ホ
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
営
バ
ス

福
祉
公
民
館
・
福
祉
体
育
館
・
身
体
障
害

者
更
生
館
・
児
童
科
学
館
の
臨
時
休
業

工
事
に
伴
う
停
電
の
た
め
、
次
の
日

程
で
、
臨
時
休
業
を
し
ま
す
。

臨
時
休
業
日

▽
２
月
25
日
土
・
26
日
日
（
２
日
間
）

▽
３
月
17
日
土
～
20
日
火
祝
（
４
日
間
）

　
　

表
は
い
る

　
　

表
は
い
る

農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を

選
挙
権
が
あ
る
の
は
、
市
内
に
住
所

が
あ
る
満
20
歳
以
上
（
平
成
４
年
４
月

１
日
以
前
の
出
生
者
）
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

務
を
営
む
人

▽
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
配
偶
者
で
、
年
間
の
耕
作

日
数
が
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人

▽
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
の
耕
作
日

数
が
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人

申
１
月
10
日
火
ま
で
に
、申
請
書
を
農
業

委
員
会
事
務
局（
Ｔ
43
・
９
１
６
４
）へ

※
申
請
書
は
農
事
振
興
組
合
長
を
通
じ

て
、
も
し
く
は
郵
送
で
該
当
者
に
配

付
し
ま
す
。
選
挙
権
が
あ
る
の
に
配

付
さ
れ
な
い
場
合
や
新
た
に
申
請
し

た
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

Ｔ
43
・
９
１
６
７
Ｆ
45
・
３
３
３
９

　

募
集
ア
イ
コ
ン

　

募
集
ア
イ
コ
ン

　

募
集
ア
イ
コ
ン

　

募
集
ア
イ
コ
ン

「
元
気
な
八
戸
づ
く
り
」
市
民
奨
励
金

24
年
度
事
業
の
募
集

対
象
事
業　

構
成
員
５
人
以
上
の
市

民
活
動
団
体
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
団
体
が
、
24
年
度
に
実
施

す
る
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業

助
成
コ
ー
ス
・
奨
励
金
額

▽
初
動
期
支
援
コ
ー
ス

　
　

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
開
始
し
て

お
お
む
ね
３
年
以
内
の
団
体
の
継
続

的
な
事
業
に
対
し
、
１
団
体
あ
た
り

10
万
円
を
限
度
に
助
成

▽
事
業
拡
大
支
援
コ
ー
ス

　
　

３
年
以
上
継
続
し
て
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
事
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
に
対
し
、
１
団
体
あ
た
り
50
万
円

を
限
度
に
助
成
（
た
だ
し
、
対
象
経

費
の
80
％
以
内
）

審
査　

選
考
委
員
に
よ
る
書
類
審
査

後
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
審
査
を
実
施
（
４
月
予
定
）

募
集
要
項　

市
庁
本
館
・
別
館
案
内
、
南

郷
区
役
所
、
各
公
民
館
・
支
所
、
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
は
っ
ち
、

市
民
連
携
推
進
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
申
し
込
み
や
市
民
活
動
に
関
す
る
各

種
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申

１
月
23
日
月
〜
２
月
24
日
金
に
市

民
連
携
推
進
課
へ

　

Ｔ
43
・
９
２
０
７
Ｆ
47
・
１
４
８
５

八
戸
市
中
央
卸
売
市
場
テ
ナ
ン
ト
募
集

募
集
店
舗　

74
㎡（
１
店
舗
）、36
㎡（
１

店
舗
）、35
㎡
（
１
店
舗
）、28
㎡
（
１

店
舗
）、
41
㎡
（
１
店
舗
）

月
額
使
用
料　

１
㎡
あ
た
り
８
０
０
円

〜
１
３
０
０
円
（
税
抜
）。
業
種
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
店
舗
営
業
の
資

格
基
準
と
併
せ
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　新井田・妙地区について、地区の皆さんを対象にした説明
会を開催します。今後の工事の見通し、下水道受益者負担金、
下水道使用料、トイレの水洗化などについて説明します。
日時　1 月 17 日火、20 日金午後 6 時 30 分〜※説明内容は同じ
場所　大館公民館２階大ホール
対象地区　右図のとおり
　新井田字石仏、外久保、館下、前田、山道の全部、新井田字石橋、

市子林、市子巻目、妻ノ神、坂、館平、長宝野、出口平、古戸
沢の一部、妙字油久保、市子林、坂中、向野場の全部、妙字桶
屋平、黒ケ沢、野場、東、古戸の一部

浄
生
寺

傳
昌
寺

卍

卍

新
井
田

至
町
畑新井田

小学校
大館
中学校

文 文

文

新
井
田
川

対象地区

旭ヶ丘
小学校
旭ヶ丘
小学校

旭ヶ丘
団地
旭ヶ丘
団地

大館
公民館

下水道整備予定の説明会を開催します

問 下水道業務課 Ｔ 44・8251 Ｆ 47・9065

お庭えんぶり観覧席発売
期間　2 月 17 日金〜 20 日月	 時間　①午後 4 時〜②午後 6 時〜③午後 8 時〜
場所　更上閣（本徒士町）	 観覧料　2,000 円（八戸せんべい汁・甘酒付き）

申１月 11 日水午前 9 時～㈳八戸観光コンベンション協会へ
　　 Ｔ 41・1661 Ｆ 41・1680（土日祝を除く）

施
設
名

問
い
合
わ
せ
連
絡
先

福
祉
公
民
館
Ｔ
43
・
０
６
３
５
Ｆ
44
・
５
３
５
０

福
祉
体
育
館
Ｔ
43
・
０
６
３
５
Ｆ
44
・
５
３
５
０

身
体
障
害
者

更
生
館

Ｔ
44
・
９
１
０
０
Ｆ
44
・
９
３
８
２

児
童
科
学
館
Ｔ
45
・
８
１
３
１
Ｆ
45
・
８
１
３
２
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保
証
金　

月
額
使
用
料
の
３
か
月
分

申

中
央
卸
売
市
場

　

Ｔ
28
・
８
８
８
８
Ｆ
28
・
８
８
９
０

24
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
・

基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

委
嘱
期
間　

４
月
１
日
～
26
年
３
月
31
日

依
頼
事
項　

防
衛
お
よ
び
自
衛
隊
に
関

す
る
意
見
・
要
望
な
ど
の
提
出
、
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
参
加
な
ど

定
員

▽
防
衛
モ
ニ
タ
ー　

１
人

（
40
〜
49
歳
の
女
性
）

▽
基
地
モ
ニ
タ
ー　

５
人

（
20
〜
59
歳
の
男
女
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

対
象　

八
戸
航
空
基
地
周
辺
市
町
村
在
住

の
人　

※
公
務
員
を
除
く

申

１
月
13
日
金
（
必
着
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
学
歴
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で
、
海
上

自
衛
隊
第
２
航
空
群
司
令
部
広
報
室
へ

〶
０
３
９
･
１
１
８
０
河
原
木
字
高
館

　

Ｔ
28
・
３
０
１
１
内
線
２
３
３
１

　

Ｆ
28
・
３
０
１
１
内
線
２
３
３
７

Ｅ2aw
-kouhousitu@

inet.m
sdf.m

od.go.jp

ホhttp://www.m
od.go.jp/m

sdf/hatinohe/

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
素
案
へ
の

意
見
募
集

市
で
は
廃
棄
物
処
理
施
策
の
基
本
計

画
と
し
て
、
八
戸
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
計

画
の
素
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
策

定
す
る
も
の
で
、
市
・
市
民
・
事
業
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ご
み
の
減
量
や
再

資
源
化
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
や
数
値
目
標
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

素
案
は
、
市
庁
本
館
・
別
館
案
内
、

環
境
政
策
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
16
日
月
〜
27
日
金

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ご
意
見

を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
環
境
政
策
課
へ

問
環
境
政
策
課

　

Ｔ
43
・
９
３
６
２
Ｆ
47
・
０
７
２
２

Ｅkankyosei@
city.hachinohe.aom

ori.jp

ホ
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
ま
ち
づ
く
り
→

　

循
環
型
都
市

　

健
康
ア
イ
コ
ン

　

健
康
ア
イ
コ
ン

　

健
康
ア
イ
コ
ン

　

健
康
ア
イ
コ
ン

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

確
定
申
告
の
際
、
医
師
が
発
行
す
る

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
代
わ
り
に
、
市

が
発
行
す
る
確
認
書
で
も
、
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
申

請
を
し
た
人
で
、
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

の
人
（
１
年
目
は
医
師
の
お
む
つ
使

用
証
明
書
が
必
要
）。

確
認
事
項　

要
介
護
認
定
の
た
め
に
主

治
医
が
作
成
し
た
意
見
書
の
内
容
が

「
ほ
ぼ
寝
た
き
り
」
か
つ
「
尿
失
禁

の
発
生
可
能
性
あ
り
」
で
あ
る
こ
と

（
22
～
23
年
中
に
作
成
さ
れ
た
主
治

医
意
見
書
に
限
る
）。

※
右
記
以
外
は
、
確
認
書
を
発
行
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
者
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証

問
介
護
保
険
課

　

Ｔ
内
線
５
８
３
Ｆ
47
・
０
７
３
２

が
ん
検
診
受
託
医
療
機
関
の
取
消

「
広
報
は
ち
の
へ
」
11
月
号
で
追
加

し
た
医
療
機
関
を
変
更
し
ま
す
。

▽
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
八
戸
西
病
院

胃
が
ん
検
診
を
取
消
（
12
月
１
日
木
〜
）

問
健
康
増
進
課

　

Ｔ
43
・
９
０
６
１
Ｆ
47
・
０
７
４
５

問 消費生活センターＴ 43・9216 

●63 外国通貨の買い取り話に関するトラブルについて
【相談内容】
　１週間前に、Ａ会社から「アフガニスタン通貨」に関するパン
フレットが届いた。翌日、Ａ会社から電話があり、「今のうちに
通貨を買い取っておいて、あとで円に両替すれば儲かるから買っ
てみないか？」と勧誘された。買っても大丈夫なものだろうか。
【ポイント】
▷高齢者や過去に投資トラブルに遭った消費者を狙った、外国通貨の

買い取り話に関する相談が、全国的に多く寄せられています。
▷「通貨を買うことで貨幣価値が上がり、アフガニスタンの復興の

支援になる」、「資源豊富な国で、政情も安定してきたので必ず価
値が上がる」などというセールストークが使われているようです。

▷通貨を売る会社と、それを買い取るという会社が共謀して、
消費者の投資欲をあおる「劇場型」と呼ばれる巧妙な手口
もみられます。

【アドバイス】
▷アフガニスタン通貨のほか、過去にはイラク通貨やスーダン通貨の

買い取りに関する相談が寄せられましたが、これらは今のところ日
本の銀行では取り扱いが無く、国内で円に換金することは困難です。
必要がなければ、「いりません」とはっきりと断りましょう。

▷少しでも不審に感じた場合や、内容がよく分からない場合は、
一人で判断したり、すぐに契約したりせずに、家族や友人、消
費生活センターに相談しましょう。

注   消費生活注意報
悪徳商法に気を付けて！

注   消費生活注意報

悪質商法に気を付けろ！

注   消費生活注意報
悪徳商法に気を付けて！

注   消費生活注意報

悪質商法に気を付けろ！

消費生活注意報

広告

太陽光発電システム導入支援事業 公開抽選会
　八戸市住宅用太陽光発電システム導入支援事業における応募申込件数が
予定枠の 100 件を超えたため、公開による「抽選会」を開催します。
日時　1 月 12 日木午前 10 時 30 分〜正午
場所　市庁別館 2 階会議室 C

※抽選結果は、抽選対象となった
応募申込者全員に通知します。

問 環境政策課
　 Ｔ 43・9265 Ｆ 47・0722

「広報はちのへ」への
掲載広告を募集しています

この枠は２号広告サイズです
掲載料：80,000 円

お問い合わせ
広報統計課
Ｔ 43-9182
Ｆ 47-1485
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予
防
接
種
受
託
医
療
機
関
の
追
加

わ
が
家
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
お
よ
び

対
象
者
個
別
配
布
ち
ら
し
に
次
の
医
療

機
関
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

八
戸
生
協
診
療
所　

※
予
約
制

（
南
類
家
一
丁
目
Ｔ
44
・
０
２
７
８
）

▽
日
本
脳
炎
（
中
学
生
以
上
）

問
健
康
増
進
課

　

Ｔ
内
線
２
９
０
Ｆ
47
・
０
７
４
５

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

制
度
改
正
さ
れ
た
23
年
10
月
以
降
の

子
ど
も
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
該
当

す
る
全
て
の
人
の
申
請
が
必
要
で
す
。

９
月
分
ま
で
の
手
当
を
八
戸
市
か
ら

受
け
て
い
た
人
に
は
、
11
月
に
申
請
用

紙
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

申
請
が
遅
れ
る
と
支
払
時
期
が
遅
れ

た
り
、
受
給
で
き
な
い
月
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
広
報
は
ち
のへ
」
11
月
号
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課

　

Ｔ
43
・
９
４
２
８
Ｆ
43
・
２
４
４
２

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
予
防
接
種
を
な
る
べ
く
早
く
受
託

医
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

八
戸
市
民
で
、
次
の
対
象
年
齢
の
人

は
、
予
防
接
種
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
有
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢

▽
第
１
期

　

生
後
12
か
月
〜
24
か
月
未
満
の
人

▽
第
２
期

　

24
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
人

　
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

▽
第
３
期

　

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
人

　
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

▽
第
４
期

　

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
人

　
（
平
成
５
年
４
月
２
日
〜

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

実
施
期
間　

３
月
31
日
土
ま
で

（
第
１
期
を
除
く
）

実
施
場
所　

受
託
医
療
機
関
（「
わ
が
家

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
第
３
期
・
第
４
期
は
個
別
配
布
さ

れ
た
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
第
３
期
・

第
４
期
は
な
く
て
も
可
）・
予
診
票

問
健
康
増
進
課

　

Ｔ
内
線
２
９
０
Ｆ
47
・
０
７
４
５

保
育
園（
所
）の
４
月
入
所
受
付
開
始

入
所
資
格　

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な

ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な

い
未
就
学
児
童

申
込
受
付
開
始
日　

１
月
４
日
水
～

※
１
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
し
た
人

が
優
先
。
３
月
以
降
の
申
し
込
み
は
、

原
則
５
月
以
降
の
入
所
。

必
要
書
類

▽
保
育
所
入
所
申
込
書

▽
保
護
者
が
保
育
で
き
な
い
状
況
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、
求
職

申
立
書　

な
ど
）

▽
保
育
料
を
決
定
す
る
た
め
の
書
類

　

23
年
分
源
泉
徴
収
票
、
23
年
分
確
定

申
告
書
控
え
、
24
年
度
市
県
民
税
申

告
書
控
え
の
い
ず
れ
か

※
各
種
申
告
書
控
え
を
提
出
す
る
人

　

各
申
告
は
、
２
月
１
日
か
ら
受
付
が

開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
後
す
み
や

か
に
申
告
書
の
控
え
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
提
出
書
類
は
１

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
の
配
布
・
申
込
先　

子
ど
も

家
庭
課
、
南
郷
区
役
所
市
民
生
活
課
、

市
内
の
認
可
保
育
園
（
所
）
で
配
布

お
よ
び
受
付
。
一
部
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

入
所
選
考
結
果　

３
月
上
旬
に
通
知

問
子
ど
も
家
庭
課

　

Ｔ
43
・
９
０
９
４
Ｆ
43
・
２
４
４
２

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

問 八戸年金事務所 Ｔ 43・7369 Ｆ 45・9329
　 国保年金課 Ｔ 43・9079 Ｆ 44・9106

付加年金 国民年金基金

加入
できる人

▷国民年金第 1 号被保険
者（国民年金の保険料
を納めている人）

▷ 65 歳までの任意加入
被保険者

国民年金第 1号被保険者
（20 歳以上 60 歳未満・国
民年金の保険料を納めて
いる人）

保険料・
掛金 月額 400 円

加入時の年齢、選択する
年金のタイプ・口数によっ
て決まります。

受け取る
年金額

納めた月数×200 円を毎年
受け取ることができます。

年金のタイプや加入口数を
選択して年金額を自由に設
計できます。

手続き・
問い合わせ

▷八戸年金事務所　　　
▷国保年金課 7 番窓口　

青森県国民年金基金
Ｔ 0120・65・4192

～国民年金加入の皆さんへ～

老齢基礎年金に上乗せして ､ より多くの年金を受けるこ
とができる制度に、付加年金と国民年金基金があります。

よ り 多 く の 年 金 を 受 け た い 人 に
付加年金と国民年金基金

※付加年金と国民年金基金は、同時に加入するこ
とはできません。

八戸市の特別番組を放送します

問 広報統計課 Ｔ 43・9182 Ｆ 47・1485

日時　1 月 3 日火
　　　午前 11 時 15 分〜 11 時 45 分
※青森テレビ（ATV）で放送

「八戸市長　新春に語る」

広告

広報はちのへに

広告を掲載
しませんか
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国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留

者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
人

請
求
受
付
期
限　

３
月
31
日
土

申

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

　

Ｔ
０
５
７
０
・
０
５
９
・
２
０
４

　

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

Ｔ
０
３
・
５
８
６
０
・
２
７
４
８

受
付
時
間　

月
〜
金
午
前
９
時
～
午
後

６
時
（
祝
を
除
く
）

　

雇
用

　

雇
用

　

雇
用

　

雇
用

創
業
・
起
業
支
援
制
度
合
同
説
明
・

相
談
会
（
相
談
無
料
）

創
業
・
起
業
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

が
一
堂
に
集
ま
り
合
同
説
明
会
・
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。「
フ
ル
タ
イ
ム
は
無
理

だ
け
ど
、
空
き
時
間
に
自
分
で
仕
事
が
し

た
い
」「
創
業
・
起
業
に
関
心
が
あ
る
」「
独

立
し
た
け
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
」

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
木

①
個
別
相
談　

　

▽
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

　

▽
午
後
６
時
～
７
時

②
制
度
説
明

　

▽
午
後
４
時
30
分
～
５
時
40
分

場
所　

市
公
民
館
会
議
室
１
・
２
・
３

申

青
森
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課 

　

Ｔ
０
１
７
･
７
３
４
･
９
３
７
４

　

Ｆ
０
１
７
･
７
３
４
･
８
１
０
７

Ｅkeiei@
pref.aom

ori.lg.jp

23
年
10
月
か
ら「
求
職
者
支
援
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

が
、
支
援
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
た
め
の

制
度
で
す
。
収
入
、
資
産
な
ど
の
一
定

条
件
を
満
た
す
人
に
、訓
練
期
間
中
「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸

　

Ｔ
22
・
８
６
０
９　

音
声
案
内
42
♯

　

Ｆ
71
・
１
３
８
２

　

税
ア
イ
コ
ン

　

税
ア
イ
コ
ン

　

税
ア
イ
コ
ン

　

税
ア
イ
コ
ン

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
や
個
人
が

所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
用
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

24
年
１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人
に
は
申
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
固
定
資
産
税
の
算

定
の
た
め
、
法
定
期
限
の
１
月
31
日
火
ま

で
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
24
年
度
よ
り
、
被
災
代
替
償

却
資
産
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
な

ど
し
た
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
取
得
し
た
償
却
資
産
）
の
課
税
に
つ
い

て
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
特
例
措

置
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
所
定
の

様
式
に
よ
り
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
期
限
間
近
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
資
産
税
課

　

Ｔ
43
・
９
０
３
７
Ｆ
41
・
２
０
５
５

法
人
住
民
税
・
法
人
事
業
税
・

地
方
法
人
特
別
税
の
届
け
出

次
の
場
合
に
は
、
市
と
三
八
地
域
県

民
局
県
税
部
に
そ
れ
ぞ
れ
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
法
人
を
設
立
し
た
と
き

②
法
人
を
解
散
・
清
算
し
た
と
き

③
法
人
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
、

資
本
金
、
事
業
年
度
な
ど
に
異
動
が

生
じ
た
と
き

届
出
書　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

問
住
民
税
課

　

Ｔ
内
線
１
８
２
Ｆ
45
・
６
７
３
７

　

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　

Ｔ
27
・
５
１
１
１
内
線
２
０
８

　

Ｆ
27
・
３
８
１
７

介護保険料・後期高齢者医療保険料（第 7 期）
1 月は介護保険料・後期高齢者医療保険料第 7 期の納期です。
納付通知書が届いた人は、忘れずに納期限（1 月 31 日火）までに納めましょう。
問 介護保険料について　介護保険課 Ｔ 43・9285 Ｆ 47・0732
　 後期高齢者医療保険料について　国保年金課 Ｔ 43・9065 Ｆ 44・9106

「
広
報
は
ち
の
へ
」
訂
正
の
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
訂
正
し
た
「
広
報
は
ち

の
へ
」
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ 

市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

→ 

広
報
は
ち
の
へ

▽
23
年
12
月
号
（
No
１
２
４
０
）
20
ペ
ー
ジ

「
年
末
年
始
市
庁
の
一
般
業
務
は
休
み
ま
す
」

【
各
老
人
い
こ
い
の
家 

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
馬
淵

荘
】【
南
郷
屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
南
郷
屋
内
運
動
場
】

【
八
戸
公
園
、
長
者
ま
つ
り
ん
ぐ
広
場
、
グ
レ
ッ
ト

タ
ワ
ー
み
な
と
】【
ジ
ャ
ズ
の
館
南
郷
、
南
郷
朝
も

や
の
館
　
総
合
情
報
館
】
の
12
月
26
日
月
業
務

正
…
休
業

誤
…
通
常
ど
お
り
の
業
務

広告

　市では、「八戸市有料広告事業」の一環として、
「広報はちのへ」や「市ホームページ」への有料広
告を募集中です。地域に密着した広報媒体として、
ぜひご活用ください。
　詳しくはお気軽にお問い合わせください。

有料広告募集中

申 広報統計課 Ｔ 43-9182 Ｆ 47-1485
ホ http://koho8.com/koukoku8nohe

広報はちのへ広告料金
縦 50 ×横 170mm 150,000 円
縦 50 ×横 180mm 80,000 円
縦 50 ×横 150mm 55,000 円
ホームページ広告料金

トップページ 月 9,800 円
第 2 階層 月 5,000 円
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※相談は無料です1 月の各種相談
場  所 相  談  名 日 　 時 内 　 容

市民相談室
（市庁本館

1 階）

一般相談 8:15 〜 17:00　土日祝を除く毎日 日常生活の中での困りごとや心配ごとに関すること

人権相談 4 日・11 日・18 日・25 日の各水
9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らしの
中の人権問題に関すること

行政相談 5 日・12 日・19 日・26 日の各木
13:00 ～ 16:00

国・県など行政への困りごと、苦情、要望などに
関すること

税務相談 16 日月 13:00~16:00
　相談時間は 15 分程度 相続税・贈与税・譲渡所得税などに関すること

法律相談
23 日月 13:00 ～ 16:00
　予約受付日 19 日木 8:30 ～電話で先着 10 人迄
　裁判・調停など係争中の人は除きます。

相続、離婚、金銭貸借などの法律問題全般に
関すること

司法書士
相談

30 日月 13:00~16:00
　相談時間は 15 分程度（先着 10 人）

相続登記、成年後見、簡易訴訟代理手続きなどに
関すること

行政書士
相談

24 日火 13:00~16:00
　予約受付日 17 日火・18 日水電話で

契約・許認可申請など行政書類手続きなどに
関すること

公証人相談 24 日火 10:00~15:00 遺言・離婚・賃貸借などの公正証書に関すること
住宅増改築

相談
6 日・13 日・20 日・27 日の各金
13:00 〜 16:00 住宅の新増改築に関すること

土地家屋
調査士相談 10 日火 13:00~16:00 土地境界などの悩み・土地に関すること

不動産相談 17 日・31 日の各火 13:00 ～ 16:00 不動産売買、アパートなどの賃貸借に関すること
南郷区役所
第 3 会議室 行政相談 10 日火 9:00~12:00 国・県など行政への困りごと、苦情、要望などに

関すること
島守支所

保健相談室 人権相談 10 日火 9:00~12:00 夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らしの
中の人権問題に関すること

※法律相談・行政書士相談は予約が必要です。それ以外の相談は、当日受付で先着順となります。 問 市民相談室 Ｔ内線 149

会員制などの催しについては、掲載していません。

1月の公会堂・公会堂文化ホール・南郷文化ホールの催し

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

8 日 沢
さわ

のぼる芸能愛好会唄と踊りの
バラエティショー　新春の舞

11:00 1,000

9 月
祝

インフィニート・コラルコ
春を呼ぶコンサート 2012
～三

み は ら

原明
あきひと

人氏をお迎えして～
14:00 1,000

21 土 八戸市鷗盟大学芸能発表会 13:00 無　料
22 日 第 34 回民俗芸能の夕べ 17:00 無　料

29 日 第 36 回湊小学校吹奏楽部
定期演奏会 14:00 300

Ｔ 45・1511 Ｆ 44・7176公会堂文化ホール

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

9 月
祝 藤の音　冬のコンサート 13:00 無　料

29 日 伝統文化伝承事業
地域伝統芸能まつり 10:00 無　料

Ｔ 60・8080 Ｆ 60・8081南郷文化ホール

公会堂文化ホール休館のお知らせ
工事のため、1 月 30 日月から 2 月 23 日木まで休館します。

※主催者の都合により変更になる場合があります。

公会堂 Ｔ 44・7171 Ｆ 44・7176
日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

5 木 第 6 回光星学院高等学校
吹奏楽部定期演奏会 17:00 無　料

6 金 全国カラオケ王座選手権大会
第 6 回舞童杯 12:00 無　料

8 日 第 65 回南部芸能祭 10:30 1,000

12 木「BS 日本のうた」
番組公開録画 18:00 無　料

（要申し込み）

14 土 全日本アンサンブルコンテスト
第 36 回青森県大会 10:00

800
午前・午後

入替制15 日
18 水 愛の輪レクリエーションの集い 13:30 無　料

21 土 第 32 回柏崎小学校合同演奏会 13:00 高以上 500
小　中 300

22 日 平成 24 年八戸市消防出初式 11:00 無　料

27 金 デーリー東北新聞社主催
第 37 回入学おめでとう大会

① 10:30 
② 13:30 整理券

29 日 八戸こどもミュージックコンサート 10:00 無　料

詳しくは市ホームページをご覧ください。

実験運行の内容
行き先 のりば 発車時刻 運賃

八戸
ニュータウン

中心街
ターミナル 5 番

（六日町）
22 時 10 分発 乗車区間に応じて、

300 円、400 円
500 円、600 円

（通常バス運賃の 2 倍）
南部バス、市営バスの
回数券を使用できます。

岬台団地
中心街
ターミナル 2 番

（八日町）
23 時 10 分発

河原木団地
中心街
ターミナル 1 番

（三日町）

中心街発深夜乗合交通
実証実験を行います

　深夜時間帯において、中心街からの帰宅に
利用できる乗合サービスの可能性を検証する
ため、中心街発乗合交通実証実験を行います。
実験期間　1 月 5 日木～ 3 月 5 日月（予定）
運行事業者　南部バス㈱
問 八戸市地域公共交通会議事務局（都市政策課内）
　 Ｔ内線 339 Ｆ 41･2302
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1月の健康教室・健康相談 問 健康増進課 Ｔ 43・9271Ｆ 47・0745
◆お子さんとお母さんの健康教室・健診・相談

内　　容 日　　時 場      所

両親学級
（妊娠 16 ～ 31 週の

妊婦と夫）

22 日日
9:30 〜 14:30

公会堂文化ホール 2 階会議室
申 1 月 11 日水〜 13 日金に健康増進

課へＴ 43・2111 内線 510、294
 （先着 35 組：出産予定日 3 月 20

日〜 7 月 9 日）

▼赤ちゃんの育て方、お風呂の入れ方

▼妊婦体験ジャケット試着

赤ちゃん健康相談
（4 か月〜 1 歳）

受付
10:00 〜 10:15
相談
10:15 〜 12:00

 6 日金　根城公民館
11 日水　根岸公民館
18 日水　福祉公民館（類家）
20 日金　白銀公民館

▼育児・栄養相談、身長・体重測定

▼持ち物　母子健康手帳、乳幼児
　ハンドブック、バスタオル

よちよち健康相談
（1 歳〜 2 歳ころ）

受付
13:00 〜 13:15
相談
13:15 〜 14:30

幼児相談
のびのびランド

（2歳～概ね3歳6か月）
19 日木
 9:30 ～ 12:00

総合福祉会館（根城）

▼言葉・行動・情緒などの
　発達相談

▼就学に向けた発達相談

▼要予約
申健康増進課Ｔ 43・2111 内線 294

３歳児相談
あいあいランド

（概ね 3 歳 6 か月～就学前）
12 日木
12:30 ～ 15:00

1歳6か月児健康診査
（22 年 6・7 月生まれ）

6 月 16 日～ 30 日生まれ…17 日火
7 月  1 日～ 15 日生まれ…31 日火
受付 12:00 〜 12:45

総合健診
センター

※�対象者には、
事前にお知
らせします。

3 歳児健康診査
（20 年 7 月生まれ）

7 月  1 日～ 15 日生まれ…10 日火
7 月 16 日～ 31 日生まれ…24 日火
受付 12:00 ～ 12:45

股関節脱臼検診
（生後 90 日〜 120 日）

毎週水
受付
12:00 〜 12:20

▼要予約　総合健診センター
　Ｔ 45・9131（受診料 600 円）

▼ �持ち物　母子健康手帳、乳幼児
ハンドブック、バスタオル

すくすく離乳食教室
（3 ～ 4 か月の

赤ちゃんの保護者）

13 日金
10:30 ～ 11:45

 福祉公民館（類家）

▼講話、離乳食作りの見学・試食

▼要予約 
　申健康増進課Ｔ 43・2111 内線 210

◆精神科医師によるこころの健康相談（要予約）
内　　容 医　　師 日 時・場 所

心の病気で
悩んでいる人と
その家族の相談

熊
くま

谷
がい

　輝
あきら

氏

25 日水
14:30 〜 15:30
八戸保健所
　　健康増進課
Ｔ 27・5111
　 内線 285

◆こころの健康相談
内　　容 日　　時 場　　所

ストレスや不安、
悩みを抱えている人の
電話による相談

毎週水
13:00 〜 16:00

健康増進課
Ｔ 43・9210
　（専用電話）

◆市民健康づくり講座（申し込み不要）
内　　容 講　　師 日 時・場 所

認知症の症状と予防法 大
お お さ と

里　孝
た か お

夫氏
29日日
13:30 ～ 15:00
はっち

◆ 栄養士による個人相談
内　　容 日　　時 場      所

生活習慣病が気にな
る人や子どもの食生
活についての相談

10 日火・24 日火
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

健康増進課窓口へ

◆ 保健師による健康相談
内　　容 日　　時 場      所

▽妊産婦の心や体に
　ついて

▽子育てについて

▽成人の健康について

月〜金（2 日月祝、
3 日火、9 日月祝は
除く）
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

健康増進課窓口
または
Ｔ 43・2111
内線 510、517

八戸市医師会ホームページの「健康一口メモ」に、過去に開
催した医師の健康教室の講演内容を掲載しています。
http://www.hachinohe.aomori.med.or.jp/ishikai/

施 設 名 講座・教室 日　　　時 募集人員 受 講 料 持 ち 物 申し込み 
 テクノルアイス 
パーク新井田

（新井田インドアリンク）
Ｔ 25・5655
Ｆ 25・5657

フィギュア教室
初心者コースⅡ期

2/2 〜 3/29 の毎週木
▷ 15:00 〜 15:45
▷ 16:00 〜 16:45
▷ 17:00 〜 17:45
の 3 コース

4 歳〜小学生
各コース 50 人

（既存のクラブに
在籍していない人）

2,000 円
（保険料含む）

・スケート靴
・帽子
・手袋

1/14 土〜
9:00 〜 18:00

主催　エスプロモ株式会社（八戸市運動公園体育施設指定管理者）
体育施設のスポーツ講座・教室

日程 フェイスオフ 対戦チーム 試合会場

1/7 土、8 日 午後 4 時 vs 日光アイスバックス テクノルアイスパーク新井田
（新井田インドアリンク）

東北フリーブレイズ 1 月のホームゲーム チケット購入については、東北アイスホッ
ケークラブ㈱へお問い合せください。
Ｔ 20・0600 Ｆ 20・0601
ホ http://www.freeblades.jp

問 八戸スポーツ振興協議会（スポーツ健康課内） Ｔ 43・9159 Ｆ 47・0746

受講料は、お申し込みの際
に施設へお持ちください。

鍼灸マッサージ無料治療奉仕
日時 1/29 日 10:00 〜 12:00、14:00 〜 17:00 場所ショッ
ピングセンターラピア 2 Ｆラピアホール　申青森県
鍼灸マッサージ師会八戸支部ＴＦ 25・7840（大沢）

洗心美術館　澤
さ わ だ

田政
せ い こ う

廣デッサン展　〜私の心の詩〜
日時 1/5 木〜 4/1 日　休館日毎週月（祝開館、翌日振替）
時間 10:00 〜 16:30（入館は 16:00 まで）　入場料一般
500 円、高校・大学生 300 円、小・中学生 100 円　問洗
心美術館（長苗代上碇田 56-2）Ｔ 27・6570 Ｆ 27・3496
ホ http://www.kosakagiken.co.jp/senshin/

「若者の E-ku-ka-n( 居場所 )」開催
日時 1/24 火、2/23 木、3/22 木 14:00 〜 16:00　場所
はっち 5 階レジデンス A ※申込不要、無料　問不登
校ひきこもりを考える親の会　ＴＦ 45・2088（髙橋）
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は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

は
っ
ち
の
お
正
月　

お
も
ち
つ
き

開
催
日　

１
月
５
日
木

場
所　

１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば

内
容　

も
ち
つ
き
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

小
正
月
の
飾
り
で
あ
る
ま
ゆ
玉
を
一
足

先
に
飾
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
手
づ
く
り
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
１
」
作
品
展
示

期
間　

１
月
８
日
日
～
13
日
金

場
所　

１
階
シ
ア
タ
ー
1

内
容　

こ
ど
も
た
ち
が
、「
は
っ
ち
、
ま

ち
な
か
」
を
テ
ー
マ
に
作
っ
た
新
聞
を
、

は
っ
ち
に
展
示
し
、
来
館
者
の
皆
さ
ん

の
投
票
で
ナ
ン
バ
ー
１
を
決
定
し
ま
す
。

親
子
で
聴
い
て
歌
お
う
、
子
守
唄

日
時　

1
月
14
日
土
午
前
11
時
～
正
午

場
所　

２
階
シ
ア
タ
ー
２

内
容　

東
京
音
楽
大
学
の
立た

ち
は
ら原
ち
え
子
さ
ん

に
よ
る
子
守
唄
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
プ
ロ
が

歌
う
子
守
唄
を
聴
い
て
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
楽
し
み
ま
す
。

問
こ
ど
も
は
っ
ち
Ｔ
Ｆ
22
・
５
８
２
２

和
日
カ
フ
ェ
～
日
本
文
化
に
親
し
む
日
～

日
時　

１
月
15
日
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

３
階
和
の
ス
タ
ジ
オ
ほ
か

内
容　

い
け
ば
な
体
験
な
ど
、
観
て
、
体
験

し
て
楽
し
め
る
企
画
で
す
。

詩
人
・
村む

ら
じ
ろ
う

次
郎
パ
ネ
ル
展

期
間　

１
月
９
日
月
祝
ま
で

　
　
　

※
最
終
日
は
午
後
６
時
ま
で

会
場　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３

内
容　

八
戸
市
出
身
の
詩
人
、
村
次
郎
の
生

涯
と
作
品
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

冬
休
み
お
た
の
し
み
劇
場

１
月
12
日
木
ま
で
の
冬
休
み
期
間
中
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
ニ
メ
な
ど
を
上
映
し
ま
す
。

お
た
の
し
み
劇
場

日
時　

毎
週
日
午
前
10
時
～
11
時

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

お
楽
し
み
映
画
会

日
時　

１
月
19
日
木
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

図
書
館
２
階
集
会
室

作
品　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」・
郷
土

の
映
像
い
ろ
い
ろ

内
容　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド　

第
15
集
「
キ
ャ
ラ
バ

ン
は
西
へ
～
再
現
・
古
代
隊
商
の
旅
～
」、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド　
第
16
集 「
騎
馬
の
道
は
る
か
」

科
学
館
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
工
房

消
し
ゴ
ム
ね
ん
ど
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

作
り
、
手
作
り
え
ん
ぴ
つ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
作
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

土
日
祝
午
前
10
時
～
午
後
4
時

材
料
費　

１
０
０
円
程
度
（
体
験
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
1
月
12
日
木
ま
で
の
冬
休
み
期
間
中
は
、

毎
日
開
催
し
ま
す
。

１
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
ト

開
催
日　

１
月
14
日
土
、
28
日
土

内
容　

表
の
と
お
り
（
す
べ
て
無
料
）

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

１
月
12
日
木
ま
で
の
冬
休
み
期
間
中
は
休
館

日
を
除
き
、１
日
４
回
一
般
投
影
を
行
い
ま
す
。

１
月
の
投
影
番
組

「
ア
ス
ト
ロ
ボ
ー
イ　

鉄
腕
ア
ト
ム

～
月
面
基
地
・
消
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
謎
～
」

　
　

表

　
　

表

　
　

表

観
覧
料
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
大
人
・
大
学
生　

２
５
０
円（
１
３
０
円
）

▽
高
校
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
３
歳
〜
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
土
日
祝
は
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無
料

特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

季
節
の
星
空
散
歩
「
冬
の
星
空
」

日
時　

１
月
15
日
日
午
後
１
時
30
分
～

※
生
解
説
・
観
覧
無
料

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

２
５
０
円
（
１
３
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
小
・
中
学
生　
　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

1 月 の

各施設の講座・イベントなど

ご注意ください！ 学･遊･館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。

http://w
w

w.hachinohe.ed.jp/haku/

Ｔ 44・8111
Ｆ 24・4557

1 月の休館日
①〜④⑩⑯��
開館時間
9:00 〜 17:00

博物館

８
日
日
日
本
昔
ば
な
し  

三
枚
の
お
札　

ほ
か

15
日
日
日
本
昔
ば
な
し  

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん  

ほ
か

22
日
日
日
本
昔
ば
な
し  

だ
ん
だ
ら
ぼ
っ
ち　

ほ
か

29
日
日
日
本
昔
ば
な
し  

か
じ
屋
の
ば
ば
あ　

ほ
か

プラネタリウム上映時間
時間 火〜金 土・日・祝

10:00

団 体
一 般

11:00

13:30

15:00 一 般

※途中入場はできませ
ん の で、 上 映 時 間 前
にお越しください。

※団体の回は一般の人
は入場できません。

http://w
w

w.kagakukan-8.com

Ｔ 45・8131
Ｆ 45・8132

1 月の休館日
① 〜 ③ ⑯ � �
開館時間
8:30 〜 17:00

児童
科学館

1 月 28 日土 1 月 14 日土
楽しまナイト劇場

▷八戸えんぶり　保存編・
　伝承編（仲町えんぶり組）
▷八戸えんぶり　保存編・
　伝承編（重地えんぶり組）

16:30 〜

綾小路きみまろ　
爆笑！エキサイトライブ 1、2

（ＤＶＤ上映）
� 17:00 〜

夜のプラネタリウム
アストロボーイ 鉄腕アトム
～月面基地・消えたロボッ
トの謎～
� 日本語版 17:00 ～

白くまベンが見た星たち
～太陽・月が消える？～

英語版　17:00 ～
アストロボーイ　鉄腕アトム
～月面基地・消えたロボット
の謎～� 日本語版　18:00 ～

冬の星空（生解説）�
18:00 ～
市民星空観望会

冬の星座（月・木星・冬の
大三角　ほか）
� 17:00 〜 18:45

冬の星空（月・木星・オリ
オン大星雲  ほか）
� 17:00 〜 18:45

http://hacchi.jp

Ｔ 22・8228
Ｆ 22・8808

1 月の休館日①⑩
こどもはっち
①〜③⑩⑰��
開館時間
9:00 〜 21:00
②③　〜 19:00

はっち
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美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅱ
「
月つ

き
だ
て舘
れ
い
展
」

期
間　

１
月
29
日
日
ま
で

入
館
料　
（  

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

１
月
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

表

　

表

　

表

　

表

　

表

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

考
古
学
講
座

日
時　

１
月
14
日
土
午
後
２
時
～
４
時

講
師　

大お
お
し
ま島
直な

お
ゆ
き行
氏

（
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
長
）

定
員　

１
０
０
人

縄
文
の
布
を
編
む
教
室

日
時　

１
月
21
日
土
午
前
９
時
30
分
～
正
午

定
員　

30
人

材
料
費　

２
０
０
円

冬
季
日
曜
日
縄
文
体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

日
時　

３
月
25
日
日
ま
で

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

内
容　

火
起
こ
し
・
土
器
の
文
様
拓
本
・

編
布
・
琥こ

は
く珀
勾ま

が
た
ま玉
作
り
（
粘
土
を
使
う

体
験
に
関
し
て
は
要
相
談
）

材
料
費　

２
０
０
円
～
１
０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
全
12
回
）

開
催
日
・
内
容
（
１
月
分
）

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

※
別
途
、
学
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

講
師　

▽
①　

是
川
縄
文
館
館
長

　
　
　

▽
②
〜
⑤  

是
川
縄
文
館
学
芸
員

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

新
春
特
別
企
画〜南

極
の
氷
に
さ
わ
ろ
う
〜

期
間　

１
月
１
日
日
〜
３
日
火

１
月
の
企
画
展

◆
３
階
展
示
室

ゆ
く
年
・
く
る
年　

特
別
企
画

～
水
の
中
の
七
福
神
～

期
間　

12
月
27
日
火
～
24
年
１
月
30
日
月

大
好
評
！
「
マ
リ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
よ
る

魚
へ
の
餌
付
け
＆
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

日
時　

日
祝
正
午
～

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
と
い
て
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

３
階
企
画
展
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
挑
戦
！

問
題
を
と
く
と
、
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

企
画
展
５
回
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

大
人
気
！
「
体
験
で
き
ま
す
！
」
コ
ー
ナ
ー

▽
タ
ッ
チ
水
槽

▽
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ「
ガ
ラ
・
ル
フ
ァ
」水
槽

▽
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
で
お
正
月
ツ
リ
ー
点
灯

▽
さ
か
な
の
餌
や
り
体
験
（
随
時
実
施
）

今
月
の
し
お
り
コ
ー
ナ
ー

１
月
は「
２
０
１
２
年　

辰
年
し
お
り
」で
す
。

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
１
５
０
円
）

▽
高
校
生　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
小
・
中
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

※
高
齢
者（
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

※
館
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
車
い
す
対
応
ト

イ
レ
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
設
備
あ
り

※
入
館
料
は
３
階
の
み

◆
４
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

「
ハ
ガ
キ
に
か
こ
う
海
洋
の
夢
」
入
選
作
品
展

期
間　

１
月
31
日
火
ま
で

新
春
お
振
る
舞
い

～
元
旦
く
じ
ら
汁
お
振
る
舞
い
～

新
年
を
祝
っ
て
、
郷
土
の
味
「
く
じ
ら

汁
」
の
お
振
る
舞
い
を
い
た
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
１
日
日

24
年
度
の
４
階
展
示
ホ
ー
ル
利
用
者
募
集

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
布
ぞ
う
り
を
作

り
ま
す
。

日
時　

１
月
14
日
土
、
28
日
土

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

定
員　

各
回
４
人

持
ち
物　

着
古
し
た
T
シ
ャ
ツ
４
枚
（
な

る
べ
く
大
き
い
も
の
）、
洗
濯
ば
さ
み
2

個
、
裁
ち
ば
さ
み
、
30
㎝
定
規

申
込
期
間　

各
開
催
日
の
前
日
ま
で

1 月の はちのへ学 ･ 遊 ･ 館

４
階
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
「
千
陽
」

Ｔ
33
・
７
８
２
８

▽
昼
の
部　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
夜
の
部　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
祝　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
５
時

※
月
曜
定
休
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

年
末
年
始
休
業 

12
月
29
日
木
〜
１
月
３
日
火

http://w
w

w.korekawa-jomon.jp

是川縄文館

1 月の休館日
①〜④⑩⑯��
開館時間
9:00 〜 17:00
是川縄文館
Ｔ 38・9511
Ｆ 96・5392
分館（縄文学習館）
Ｔ 96・1484
Ｆ 96・6361

①
１
月
17
日
火
是
川
遺
跡
ガ
イ
ド
研
修
Ⅰ

②
１
月
21
日
土
是
川
遺
跡
ガ
イ
ド
研
修
Ⅱ

③
１
月
24
日
火
是
川
遺
跡
ガ
イ
ド
研
修
Ⅲ

④
１
月
28
日
土
是
川
遺
跡
ガ
イ
ド
研
修
Ⅳ

⑤
１
月
31
日
火
縄
文
土
器
作
り
研
修

Ｔ 70・2396
Ｆ 23・5396

1 月の休館日
①〜③⑩⑯��
開館時間
9:00 〜 17:00

リサイクル
プラザ

６
日
金
～
８
日
日
第
48
回
八
戸
市
中
学
校
生
徒
美
術
展

20
日
金
～
22
日
日
第
40
回
ふ
れ
あ
い
作
品
展

27
日
金
～
29
日
日
第
5
回
岩
手
篆て

ん
こ
く刻

協
会
八
戸
展

28
日
土
～
29
日
日
「
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
」
八
工
大
K
科
3
年

イ
ラ
ス
ト
展

http://w
w

w.city.hachinohe.aomori.jp/art/

Ｔ 45・8338
Ｆ 24・4531

1 月の休館日
①〜③⑩⑯��
開館時間
9:00 〜 17:00

美術館

http://w
w

w.marient.org
Ｔ 33・7800
Ｆ 33・7801

1 月の休館日
な し
開館時間
9:00 〜 17:00

水産
科学館
マリエント
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南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

企
画
展
「
冬
の
遊
び

〜
そ
り
の
い
ろ
い
ろ
〜
」
開
催
中

冬
の
代
表
的
な
遊
び
「
そ
り
」
の
、
い
ろ

い
ろ
な
形
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間　

３
月
25
日
日
ま
で

常
設
展

戦
時
中
に
多
く
が
処
分
さ
れ
た
日
米
親
善

人
形「
青
い
目
の
人
形
」。島
守
小
学
校
に
残
っ

て
い
た
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

入
館
料　
（  

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

　

教
育
セ
ン
タ
ー

　

教
育
セ
ン
タ
ー

　

教
育
セ
ン
タ
ー

　

教
育
セ
ン
タ
ー

　

教
育
セ
ン
タ
ー

　

教
育
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
話
そ
う
②

期
間　

１
月
11
日
水
、
12
日
木

時
間　

①
午
前
９
時
〜　

②
午
前
10
時
〜

　
　
　

③
午
前
11
時
〜　

④
午
後
１
時
〜

　
　
　

⑤
午
後
２
時
〜　

⑥
午
後
３
時
〜

（
各
45
分
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
で
内
容
が
異
な
り
ま

す
。
複
数
の
時
間
帯
の
受
講
可

内
容　

簡
単
な
英
会
話
や
英
語
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
英
語
に
親
し
む

講
師　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

申
１
月
５
日
木
（
必
着
）
ま
で
に
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・

希
望
す
る
月
日
と
時
間
帯
を
記
入
し
、
電

子
メ
ー
ル
、
F
A
X
、
は
が
き
の
い
ず
れ

か
で
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

　

〶
０
３
１・０
８
０
３
諏
訪
一
丁
目
２

−

41

Ｅw
ebm

aster@
hec.hachinohe.ed.jp

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

ま
だ
ま
だ
新
刊
！
２
０
１
１
年
出
版
本

２
０
１
１
年
に
出
版
さ
れ
た
本
の
中
か

ら
、お
す
す
め
の
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

新
成
人
に
贈
る
本

成
人
の
日
に
ち
な
み
、
新
成
人
に
お
す

す
め
の
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
15
日
日

芥
川
賞
・
直
木
賞
受
賞
作
品
展

第
１
４
６
回
の
発
表
に
合
わ
せ
、
歴
代

の
受
賞
作
品
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
16
日
月
～
30
日
月

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

冬
の
す
て
き
な
生
活

冬
に
ち
な
ん
だ
小
説
や
一
般
書
の
展
示
・

貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

１
年
の
ス
タ
ー
ト
展
示

お
正
月
に
関
す
る
本
や
、
新
し
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
る
よ
う
な
本
の
展

示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
福
袋

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
世
代
別
の
お
す

す
め
本
２
冊
を
詰
め
合
わ
せ
た
、
中
身
の
見

え
な
い「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
福
袋
」を
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
12
日
木

八
戸
コ
ン
タ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
新
春
写
真
展

八
戸
コ
ン
タ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
新

春
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
１
日
水
～
３
日
金
は
、
特
別
図
書

整
理
（
蔵
書
点
検
）
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
に
伴
い
、
次
の
期
間
中
、
貸
出
数

と
貸
出
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

　

表
入
る

　

表
入
る

　

表
入
る

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
特
集～め

く
る
め
く
世
界
～

長
い
間
、
多
く
の
方
々
に
読
ま
れ
愛
さ

れ
て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
本
を
展
示
・
貸

し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

冬
絵
本
特
集

そ
り
遊
び
や
雪
な
ど
、
冬
に
関
す
る
絵

本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
30
日
月

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

山
の
楽
校
１
月
の
講
座

　　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

ご注意ください！ 学･ 遊 ･ 館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。

Ｔ 60・8100
Ｆ 60・8130

1 月の休館日
① 〜 ④ ⑩ �
開館時間
9:00 〜 19:00
土日祝 〜 17:00

南郷図書館

Ｔ 70・2600
Ｆ 70・2601

1 月の休館日
① 〜 ④ ⑩ �
開館時間
10:00 〜 20:00
土日祝 〜 18:00

図書情報
センター

http://w
w

w.lib.hachinohe.aomori.jp

Ｔ 22・0266
Ｆ 71・1312

1 月の休館日
① 〜 ④ ⑩ �
開館時間
9:00 〜 19:00
土日祝 〜 17:00

図書館

A
V
資
料

図
書
雑
誌

対
　
象

１
月
24
日
火
〜
30
日
月

１
月
17
日
火
〜
30
日
月

期
　
間

４
点
８
冊

貸
出
数

２
週
間

３
週
間

貸
出
期
間

Ｔ 46・0521
Ｆ 46・1155

1 月の休館日
①〜③ 第2・4土
毎週日・祝
開館時間
8:15 〜 17:00

総合教育
センター

Ｔ 82・2222
Ｆ 82・2222

1 月の休館日
①〜③⑩⑯��
開館時間
8:30 〜 16:30

山の楽校

Ｔ 83・2443
Ｆ 83・2443

1 月の休館日
①〜④⑩⑯��
開館時間
9:00 〜 17:00

南郷
歴史民俗
資料館

講
座

日
時

受
講
料

炭
焼
き
の
楽
校

※
窯
入
れ
と
窯
出
し

の
２
回
の
講
座

８
日
日
（
窯
入
れ
）

22
日
日
（
窯
出
し
）

午
前
９
時
〜
正
午

１
５
０
０
円

新
春
そ
ば
打
ち

楽
校

９
日
月
祝

午
前
９
時
〜
正
午

１
０
０
０
円

ど
ん
と
祭
り

15
日
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

な
し

竹
ス
キ
ー
の
楽
校

29
日
日

午
前
９
時
〜
正
午

１
５
０
０
円

豆
の
楽
校（
豆
腐
編
）
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東日本大震災に関する
写真や動画の提供を
お願いします。

次の世代へ伝え、今後の防災対策に生かすために

市では、市民の皆さんが撮影した東日本大震災に関連する写真・動画を募集します。
東日本大震災の被災・復旧・復興の記録を保存・公開することによって、震災の教訓を次の世代に伝え、
災害に強い八戸市にするためにも、ご協力をお願いします。

27

募集内容 八戸市内で撮影した地震発生時、津波のようす、被災状況、
復旧復興へ向けた活動などを記録した写真や動画

提供方法 写真は、デジタルデータをＣＤなどに複製（デジタルデータが
ない場合はプリントした写真でも可）、動画は、ＤＶＤに複製し、
住所、氏名、連絡先、撮影日時、撮影場所を記入し、広報統
計課へ郵送または持参ください。
※提供していただいたものは原則返却しません。返却を希望

する場合は、その旨記入してください。
※提供写真・映像などは第三者の権利を侵害しないものに限

ります。権利を侵害するような行為が行われた場合、市は
それに関するトラブルの責任を負いかねます。

提供写真・
映像の利用

提供していただいた写真・映像などは、市が保存・管理します。
また、市が発行する印刷物や資料へ、提供者へ了承を得るこ
となく使用させていただきます。使用する際は、原則として撮
影者の氏名を付して掲載します。

問 広報統計課 Ｔ 43・9182 Ｆ 47・1485 ホ 市トップページ→まちづくり
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アルコールと健康
問 健康増進課 Ｔ 43・9184 Ｆ 47・0745

問 環境政策課 Ｔ 43・9265 Ｆ 47・0722

健 康 チ ャ ン ネ ル

昔から「酒は百薬の長」と言われ、適度の飲酒は疲労感を和らげ、コミュニケーションを円滑にするとされてい
ます。しかし、多量の飲酒は、肝炎、痛風、ビタミン欠乏症、脳卒中、がんなどのリスクを高めます。さらに女性
は男性に比べて、より少ない飲酒量でまた、より短期間でアルコール依存症や肝炎などをおこすといわれています。
市の多量飲酒者の割合は、男性は 14 年度 11.8％、21 年度 7.2％、女性は 14 年度 0.7％、21 年度 1.0％となっており、
男性は減少していますが、女性は増加しています。

アルコールと上手につきあい、健康に過ごすため、「適正飲酒」を実践し、年 1 回は健康診査を受けましょう。

健康はちのへ 21健康はちのへ 21健康はちのへ 21

適正飲酒量の目安
・日本酒（15 度） １合弱（170 ㎖）
・ビール（5 度） 中びん１本程度 (500 ㎖ )
・焼酎（25 度） 100 ㎖
・ワイン（12 度） グラス２杯弱（１杯 120 ㎖）
※女性や 65 歳以上の人は、より少ない量がよい

でしょう。
※飲酒習慣のない人に飲酒を推奨するものではあ

りません。

市における二酸化炭素排出量削減のためには市民・事業者・行政が連携して取り
組みを行う必要があり、新うみねこプランではそれぞれが重点的に取り組むべき二
酸化炭素排出量削減対策を定めています。このうち、市民の皆さんに日常生活にお
いて取り組んでいただく二酸化炭素排出量削減アクション 5 項目をご紹介します。

皆さん、全市を挙げて地球温暖化防止対策に取り組みましょう。

「地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）」
～地球温暖化防止のため、できることからはじめましょう～新うみねこプラン

新うみねこプランとは、市が平成 22 年 2 月に作成した地球温暖化防止のための地域計画です。
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多量飲酒者の割合（八戸市）
14 年度「健康
は ち の へ 21」
計画策定時

21 年度 24 年度
目標値

男性 11.8% 7.2% 8.3% 以下
女性 0.7% 1.0% 0.4% 以下

※多量飲酒：1 日に日本酒 3 合以上
「健康はちのへ 21」計画  中間評価・後期計画より

▷冷暖房機の適正な使用
　（目標：暖房時 20℃　冷房時 28℃）
▷省エネルギー型家電製品への買い替え
▷ LED 照明への切替
▷ガス調理器、給湯器の適切な使用

①家庭での消費エネルギーの節減

▷自家用車利用の自粛
　（自転車の使用、
　公共交通機関の利用）
▷自動車の適正使用
　（アイドリングストップ、
　  エコドライブ）
▷低燃費車への乗り換え

③自動車利用の見直し

▷ごみの分別と減量化
▷リサイクルの推進

④ごみの減量化、リサイクルの推進

▷地域の緑化運動への参加
▷植樹運動への参加

⑤緑化の推進

▷太陽光発電システムの導入
▷太陽熱温水器の導入
▷省エネルギー住宅の導入
　（住宅の断熱化、気密性の向上）
▷コージェネレーション設備の導入

②太陽光発電システムの導入や
　住宅の省エネルギー化

ニコニコec ce oo

わけてみなイカくん

節電じゃー！
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